
  

(１) 昭和２１年７月４日第三種郵便物認可（第１・第３土曜、日曜・祝日除く 日刊） 令和４年（２０２２年）１１月２９日 （火曜日） 第２１４４６号

（
１
）

　

夏
場
以
降
の
ガ
ソ
リ
ン

需
要
で
心
配
な
数
字
が
並

ん
で
い
る
。
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
石
油
統
計
を
み

る
と
、
２
０
１
９
年
比
の

国
内
ガ
ソ
リ
ン
販
売
は
、

３
年
ぶ
り
に
行
動
制
限
が

発
令
さ
れ
な
い
レ
ジ
ャ
ー

期
だ
っ
た
５
月
が
90
・
８

％
。
そ
の
後
は
６
月
92
・

６
％
、
７
月
94
・
１
％
と

順
調
に
回
復
し
て
い
た
。

た
だ
８
月
は
86
・
５
％
、

９
月
も
85
・
４
％
と
天
候

不
順
の
影
響
を
差
し
引
い

て
も
、
明
ら
か
に
基
調
が

変
わ
っ
た
。（２

）

　

政
府
の
激
変
緩
和
事
業

が
効
果
を
発
揮
し
、
燃
料

油
価
格
は
安
定
を
保
っ
て

い
る
。
石
油
情
報
セ
ン
タ

ー
の
週
次
調
査
で
は
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
全
国

平
均
は
８
月
最
終
週
が
㍑

１
６
８
円
50
銭
、
９
月
は

１
６
９
円
50
銭
で
、
需
要

が
回
復
を
示
し
て
い
た
６

月
１
７
４
円
90
銭
、
７
月

１
７
０
円
40
銭
よ
り
安
価

に
推
移
し
て
い
た
。
都
内

の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
系
特
約
店

経
営
者
は
「
ガ
ソ
リ
ン
自

体
と
い
う
よ
り
、
物
価
高

騰
全
体
へ
の
消
費
者
の
意

識
が
強
ま
っ
て
い
る
」
と

警
戒
す
る
。（３

）

　

あ
ら
ゆ
る
商
品
の
価
格

が
引
き
上
が
り
、
テ
レ
ビ

の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
生

活
防
衛
に
関
す
る
知
恵
や

工
夫
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
が
目
立
つ
。
燃
料
油
価

格
が
高
い
安
い
で
は
な

く
、
余
計
な
外
出
自
体
を

避
け
よ
う
と
す
る
生
活
者

が
増
え
て
い
く
の
は
当
然

だ
。
法
人
客
が
多
い
Ｓ
Ｓ

で
も
低
調
を
伝
え
る
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。
仮
説
だ

が
、
コ
ス
ト
削
減
策
の
一

環
で
ク
ル
マ
を
使
わ
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
広

が
り
が
推
測
さ
れ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
陰
に
隠
れ
て

い
た
要
因
が
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

動
向
を
注
目
し
た
い
。

社 説
コ
ロ
ナ
緩
和
も

需
要
回
復
停
滞

きょうの紙面きょうの紙面

近畿版３
観光需要低迷を危惧・舞鶴市フル

中国・四国版５
灯油商戦、出足は低調・広島市

総合版２
急速充電器設置前向き・京都

北海道版４
利用者少なくなった土曜日・留萌

ＥＮＥＯＳ中部支店ＳＳ
サービスコンテスト特集

６

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ

ー
正
式
名
称
を
変
更

　

日
本
自
動
車
工
業
会
は

２
０
２
３
年
10
月
に
開
く

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の

正
式
名
称
を
「
ジ
ャ
パ
ン

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０

２
３
」
と
し
て
実
施
す

る
。
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

を
会
場
に
10
月
26
日
〜
11

月
５
日
ま
で
行
う
。
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
が
参
画
す
る
。

2022年８月　地域別燃料油販売量 （単位：㎘、％）
経産局 ガソリン 前年比 灯油 前年比 軽油 前年比 燃料油計 前年比

北海道 197,615 107.2 56,115 154.5 185,954 113.6 657,151 122.3 
東北 361,090 109.5 75,373 135.6 256,080 110.5 834,241 113.1 

宮城県 106,934 110.1 15,928 117.1 75,381 107.3 245,000 113.3 
関東 1,632,957 107.1 143,579 95.4 984,317 107.8 4,928,169 104.7 

東京都 387,138 102.7 29,941 74.0 223,523 100.2 1,026,006 103.7 
中部 534,163 112.5 38,137 109.3 320,280 116.4 1,269,245 104.1 

愛知県 258,377 111.3 13,718 163.5 150,006 119.9 489,631 102.2 
近畿 583,044 108.9 33,100 126.8 367,276 114.8 1,331,149 116.5 

大阪府 224,980 110.4 12,916 136.5 160,173 117.4 577,198 110.1 
中国 290,116 110.7 32,405 119.2 190,919 112.6 1,397,769 97.7 

広島県 97,861 110.2 4,398 84.6 65,037 118.3 216,988 115.3 
四国 144,166 110.5 11,767 102.1 86,918 110.0 552,487 111.2 

香川県 48,326 105.4 4,379 114.9 33,208 109.4 104,197 106.7 
九州 461,007 110.1 25,397 109.2 280,615 113.1 1,148,414 124.1 

福岡県 186,294 107.3 10,787 118.2 114,768 111.6 384,019 110.6 
沖縄 67,287 112.1 2,093 84.3 25,229 113.3 208,735 114.9 
全　　国 4,271,445 109.0 417,966 113.6 2,697,588 111.3 12,327,360 108.3 

※石油連盟「都道府県別石油製品販売総括（速報）」をもとに作成 ※燃料油はガソリン、灯油、軽油のほか、ナフサ、ジェット燃料油、A重油、C重油を含む

　

◎
…
気
象
庁
は
先
頃
、
向
こ

う
３
カ
月
の
見
通
し
（
12
月
〜

２
０
２
３
年
２
月
）
を
公
表
し

た
。
北
日
本
の

気
温
は
平
年
並

み
で
推
移
。
東

・
西
日
本
は
平
年
並
み
か
ら
低

い
と
し
、
今
年
は
例
年
並
み
の

冬
ら
し
い
気
候
と
な
り
そ
う

だ
。
降
雪
量
は
北
日
本
の
日
本

海
側
は
平
年
並
み
、
東
・
西
日

本
の
日
本
海
側
が
平
年
並
み
か

ら
多
く
な
る
と
見
込
む
。

　

◎
…
月
別
に
み
る
と
、
12
月

は
日
本
海
側
で
天
候
が
崩
れ
や

す
く
な
り
、
曇
り
や
雨
、
雪
の

日
が
増
え
る
と
い
う
。
ま
た
太

平
洋
側
は
平
年
と
同
様
に
晴
れ

る
日
が
増
え
そ
う
だ
。
年
明
け

１
月
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強

ま
り
、
東
・
西
日
本
の
日
本
海

側
を
中
心
に
雪
や
雨
な
ど
の
悪

天
候
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
。

２
月
は
西
日
本
の
太
平
洋
側
で

低
気
圧
や
前
線
の
影
響
を
受
け

に
く
く
、
平
年
よ
り
も
晴
れ
間

が
多
く
な
り
そ
う
だ
。

　

◎
…
各
地
の
最
低
気
温
（
１

〜
24
日
平
均
、
気
象
庁
調
査
）

を
み
る
と
札
幌
市
は
前
年
よ
り

１
・
２
度
低
い

３
・
７
度
。
東

京
は
０
・
１
度

低
い
10
・
７
度
、
大
阪
市
は
０

・
３
度
高
い
11
・
５
度
、
福
岡

市
は
１
・
３
度
高
く
12
・
１
度

だ
っ
た
。
全
国
的
に
本
格
的
な

灯
油
商
戦
を
迎
え
る
の
は
も
う

少
し
先
に
な
り
そ
う
だ
。

向
こ
う
３
カ
月 

冬
ら
し
い
天
候

　

２
０
２
１
年
度
は
51
組

合
（
前
年
度
50
組
合
）
が

官
公
需
を
受
注
。
受
注
数

量
は
17
万
８
１
３
７
♂
、

０
・
６
％
減
少
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
か
ら
の
回
復
途
上
で
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
受
け
て
原
油
価
格

が
高
騰
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
燃
料
も
値
上
が
り
し
た

こ
と
で
納
入
量
が
減
少
し

た
格
好
だ
。
一
方
で
受
注

金
額
は
販
売
単
価
の
上
昇

に
よ
り
、
２
３
９
億
８
２

８
８
万
８
０
０
０
円
と
16

・
２
％
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。

　

全
石
連
は
都
道
府
県
石

油
組
合
と
国
の
機
関
や
地

方
自
治
体
と
の
災
害
協
定

の
締
結
を
推
進
。
協
定
締

結
数
は
、
２
０
２
２
年
８

月
末
時
点
で
８
２
３
件
と

前
年
同
時
期
比
11
件
増
加

し
た
。
国
、
消
防
や
警
察

関
係
機
関
、
市
町
が
増
え

た
。
国
土
交
通
省
長
野
国

道
事
務
所
、
諏
訪
赤
十
字

病
院
、
日
高
広
域
消
防
事

務
組
合
（
和
歌
山
県
）、

静
岡
県
警
察
本
部
、
志
賀

町
（
石
川
県
）、
小
豆
島

町
（
香
川
県
）
な
ど
が
締

結
先
に
加
わ
っ
た
。

　

各
地
組
合
の
新
規
受
注

件
数
は
12
件
。
11
組
合
で

は
失
注
も
み
ら
れ
た
が
、

山
形
県
石
油
組
合
は
庄
内

児
童
相
談
所
、
長
野
県
石

油
組
合
で
は
長
野
県
警
察

本
部
、
和
歌
山
県
石
油
組

合
は
和
歌
山
市
企
業
局
、

島
根
県
石
油
組
合
で
は
自

動
車
事
故
対
策
機
構
、
愛

媛
県
石
油
組
合
で
は
松
山

市
公
営
企
業
局
、
大
分
県

石
油
組
合
は
大
分
労
働
局

と
、
そ
れ
ぞ
れ
随
意
契
約

の
締
結
に
至
っ
て
い
る
。

　

神
奈
川
県
が
全
国
に
先

駆
け
て
導
入
、
県
警
と
契

約
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

用
し
た
官
公
需
カ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
も
長
野
県
警
察
本

部
が
導
入
す
る
な
ど
、
活

用
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

石
油
組
合
の
活
動
が
災

害
協
定
の
締
結
を
テ
コ
に

随
意
契
約
に
発
展
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
一
方
、
石
油

組
合
に
よ
っ
て
は
「
市
バ

ス
な
ど
で
は
入
札
で
の
落

札
価
格
が
相
当
低
い
た

め
、
随
意
契
約
に
し
た
場

合
の
価
格
差
を
市
民
に
納

得
し
て
も
ら
う
た
め
の
説

得
材
料
を
求
め
ら
れ
る
」

「
自
治
体
の
予
算
の
都
合

上
、
一
般
競
争
入
札
で
県

外
業
者
が
落
札
し
て
い

る
」「
災
害
対
応
の
必
要

性
で
は
一
致
す
る
が
、
契

約
単
価
が
現
行
の
調
達
価

格
を
超
え
る
時
点
で
話
が

進
ま
な
く
な
る
」
と
い
っ

た
声
が
絶
え
な
い
。

　

都
道
府
県
石
油
組
合
（
北
海
道
18
地
方
協
同
組
合
を

含
む
全
64
組
合
）
に
よ
る
２
０
２
１
年
度
の
官
公
需
契

約
件
数
が
９
３
６
件
だ
っ
た
こ
と
が
、
全
石
連
の
ま
と

め
で
わ
か
っ
た
。
災
害
対
策
・
官
公
需
部
会
（
宇
佐
美

三
郎
部
会
長
）
が
集
計
し
た
も
の
で
前
年
度
比
13
件
減

少
し
た
が
、
契
約
件
数
の
う
ち
随
意
契
約
は
６
４
１
件

に
７
件
増
加
し
た
。
政
府
は
「
国
等
の
契
約
の
基
本
方

針
」
で
中
小
石
油
販
売
業
者
へ
の
配
慮
を
促
し
て
い

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
各
地
の
石
油
組
合
が
国
の
機
関

や
自
治
体
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
き
、
働
き
か
け
を
強

め
た
結
果
だ
。
た
だ
原
油
価
格
の
高
騰
下
、
災
害
協
定

を
締
結
し
て
い
て
も
、
燃
料
調
達
コ
ス
ト
を
抑
え
よ
う

と
一
般
競
争
入
札
を
志
向
す
る
自
治
体
も
多
い
。

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日
本
自
動
車

連
盟
）
が
調
査
し
た
「
Ｊ

Ａ
Ｆ
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
主

な
出
動
理
由
（
四
輪
・
二

輪
合
計
）」
に
よ
る
と
、

10
月
の
救
援
実
施
件
数
は

18
万
９
９
０
７
件
で
、
前

年
比
１
０
５
・
１
％
と
増

加
し
た
。
12
カ
月
連
続
で

前
年
を
上
回
っ
た
。

　

出
動
理
由
別
に
み
る

と
、
最
も
多
い
ト
ラ
ブ
ル

は
過
放
電
バ
ッ
テ
リ
ー
の

６
万
１
２
４
３
件
で
、
１

０
５
・
５
％
。
次
い
で
タ

イ
ヤ
の
パ
ン
ク
、
バ
ー
ス

ト
、
エ
ア
ー
圧
不
足
が
３

万
９
４
０
９
件
、
１
０
７

・
３
％
。
破
損
／
劣
化
バ

ッ
テ
リ
ー
は
１
万
６
８
５

５
件
、
１
０
９
・
９
％
だ

っ
た
。

　

破
損
／
劣
化
バ
ッ
テ
リ

ー
の
増
加
率
が
最
も
大
き

く
、
次
い
で
事
故
が
１
０

８
・
５
％
だ
っ
た
。
最
も

減
っ
た
の
は
発
電
機
／
充

電
回
路
で
95
・
３
％
。
キ

ー
閉
じ
込
み
が
98
・
３

％
、
燃
料
切
れ
は
99
・
７

％
と
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な

っ
た
。

　

人
の
移
動
が
活
発
化
す

る
に
連
れ
て
、
ク
ル
マ
の

ト
ラ
ブ
ル
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
年
末
年
始
を
控

え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

な
運
転
を
提
供
す
る
た
め

に
も
、
Ｓ
Ｓ
で
は
各
種
点

検
を
促
し
て
い
き
た
い
と

こ
ろ
だ
。

　

陸
上
ス
ポ
ッ
ト
市
場

（
首
都
圏
・
製
油
所
渡

し
）
は
11
月
最
終
週
に
入

り
、
全
油
種
が
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
て
き
た
。
今

月
の
目
標
販
売
数
量
達
成

に
メ
ド
を
立
て
た
卸
業
者

が
増
え
た
影
響
と
み
ら

れ
、
前
週
中
盤
ま
で
に
散

見
さ
れ
た
、
中
心
値
を
下

回
る
安
値
提
示
は
減
少
し

て
き
て
い
る
。

　

商
社
系
、
広
域
特
約
店

に
よ
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
中

心
値
は
㍑
１
２
８
円
〜
１

２
９
円
10
銭
。
元
売
仕
切

り
改
定
が
政
府
補
助
込
み

の
実
質
ベ
ー
ス
で
10
銭
上

昇
と
小
幅
に
と
ど
ま
り
、

陸
上
物
の
中
心
値
も
前
週

か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
。
前
週
、
一
部
で

み
ら
れ
た
１
２
７
円
台
中

盤
の
安
値
は
徐
々
に
減
少

し
て
き
て
い
る
。

　

灯
油
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で

76
円
50
銭
〜
77
円
80
銭
が

主
流
に
な
っ
た
。
な
か
な

か
寒
さ
が
続
か
な
い
が
、

最
終
週
ま
で
値
崩
れ
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
。
軽
油

（
未
課
税
）
は
76
円
〜
77

円
80
銭
、
Ａ
重
油
は
74
円

30
銭
〜
75
円
80
銭
で
両
油

種
と
も
横
ば
い
か
ら
50
銭

の
上
昇
と
な
っ
た
。

　

今
週
の
実
質
仕
切
り
も

最
近
の
傾
向
通
り
、
大
き

　

石
油
連
盟
の
「
都
道
府
県
別
石
油
製
品
販
売
総
括
」
に
よ
る

と
、
８
月
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
は
４
２
７
万
１
４
４
５
♂
で
前
年

比
１
０
９
・
０
％
だ
っ
た
。
前
年
を
４
カ
月
続
け
て
上
回
っ
た
ほ

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
前
の
２
０
１
９
年
以
来
３
年
ぶ
り

に
２
カ
月
連
続
で
４
０
０
万
♂
を
超
え
た
。
三
大
都
市
圏
で
Ｓ
Ｓ

を
運
営
す
る
広
域
特
約
店
関
係
者
は
「（
前
年
と
は
違
い
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
）
行
動
制
限
が
な
い
夏
休
み
で
、
全
国
的
に
自

動
車
の
流
れ
が
活
発
だ
っ
た
」
と
話
す
＝
別
表
参
照
。

な
変
動
に
は
至
ら
な
い
見

通
し
。
月
初
の
改
定
だ

が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
原

　

軽
油
は
２
６
９
万
７
５

８
８
♂
で
１
１
１
・
３

％
。
前
年
を
４
カ
月
続
け

て
上
回
っ
た
。
前
々
年
比

で
は
ガ
ソ
リ
ン
が
１
０
１

・
８
％
、
軽
油
が
１
１
１

・
４
％
で
、
い
ず
れ
も
６

カ
月
連
続
で
超
え
た
。

　

元
売
や
燃
料
商
社
、
広

域
特
約
店
関
係
者
に
よ
る

と
、
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
は

前
年
か
ら
増
加
し
た
。
燃

料
商
社
関
係
者
は
「
と
く

に
高
速
道
路
で
の
伸
び
が

大
き
か
っ
た
」
と
指
摘
。

販
売
量
が
１
３
０
％
以
上

に
の
ぼ
る
Ｓ
Ｓ
も
あ
り
、

フ
リ
ー
ト
Ｓ
Ｓ
を
運
営
す

る
事
業
会
社
全
体
で
は
１

１
０
％
程
度
と
大
幅
な
増

加
を
示
し
た
。

　

８
月
は
厚
生
労
働
省
の

ま
と
め
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
１
日
当
た
り

の
新
規
感
染
者
数
が
こ
れ

ま
で
で
最
も
多
い
26
万
人

余
り
に
達
す
る
日
も
あ
っ

た
が
、
元
売
関
係
者
は
感

染
防
止
の
た
め
に
自
動
車

で
の
移
動
が
増
え
、
販
売

数
量
増
加
に
つ
な
が
っ
た

と
分
析
す
る
。

　

前
年
８
月
は
感
染
者
数

の
急
増
に
と
も
な
い
緊
急

事
態
宣
言
の
対
象
地
域
が

拡
大
。
７
月
ま
で
は
東
京

と
沖
縄
の
２
都
県
の
み
だ

っ
た
が
、
27
日
ま
で
に
大

阪
や
神
奈
川
、
愛
知
な
ど

19
道
府
県
が
加
わ
り
21
都

道
府
県
に
広
が
っ
た
。

　

地
域
ご
と
の
販
売
動
向

を
み
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
は

２
０
２
１
年
４
月
以
来
１

年
４
カ
月
ぶ
り
に
す
べ
て

の
都
道
府
県
で
前
年
を
上

回
っ
た
。
三
重
が
１
２
０

％
台
、
愛
知
な
ど
26
府
県

が
１
１
０
％
台
だ
っ
た
。

　

軽
油
も
全
都
道
府
県
で

前
年
を
超
え
、
熊
本
な
ど

４
県
が
１
２
０
％
台
、
北

海
道
な
ど
26
道
府
県
が
１

１
０
％
台
に
乗
せ
た
。

　

灯
油
販
売
量
は
41
万
７

９
６
６
♂
で
前
年
比
１
１

３
・
６
％
、
前
々
年
比
１

３
３
・
９
％
。
前
年
を
２

カ
月
続
け
て
、
前
々
年
を

２
カ
月
ぶ
り
に
上
回
っ
て

い
る
。

　

前
年
を
超
え
た
の
は
36

道
府
県
で
、
山
形
な
ど
２

県
が
１
６
０
％
台
、
北
海

道
な
ど
４
県
が
１
５
０
％

台
。
前
年
を
下
回
っ
た
11

都
県
の
う
ち
、
神
奈
川
が

60
％
台
、
東
京
な
ど
２
都

県
が
70
％
台
だ
っ
た
。

油
の
11
月
積
み
調
整
金
は

前
月
比
横
ば
い
で
、
仕
切

価
格
に
は
影
響
し
な
い
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

発
表
し
た
２
０
２
１
年
度

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績

（
確
報
値
）
で
は
、
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
国
内
供
給
に

占
め
る
石
油
の
割
合
は
、

36
・
３
％
と
前
年
度
比
０

・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
。
小
幅
な
が
ら
９
年
連

続
の
低
下
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
る
移
動

自
粛
や
電
動
車
の
普
及
、

省
エ
ネ
の
進
展
、
発
電
用

燃
料
の
消
費
量
減
少
な
ど

が
影
響
し
た
。

　

脱
炭
素
に
向
け
化
石
燃

料
の
使
用
抑
制
の
潮
流
が

加
速
す
る
状
況
下
で
も
、

石
油
が
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
全
体
で
最
大
シ
ェ
ア

を
占
め
る
構
図
に
変
化
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

石
油
以
外
の
化
石
燃
料

の
割
合
を
み
る
と
石
炭
が

25
・
４
％
で
０
・
８
ポ
イ

ン
ト
上
昇
。
天
然
ガ
ス
・

都
市
ガ
ス
は
21
・
５
％
と

２
・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
。
電
力
需
要
の
拡
大
な

ど
で
石
炭
は
増
加
し
た
一

方
、
天
然
ガ
ス
は
燃
焼
時

の
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭

素
）
排
出
が
少
な
い
化
石

燃
料
だ
が
伸
び
悩
ん
だ
。

　

非
化
石
燃
料
全
体
は
16

・
８
％
で
１
・
６
ポ
イ
ン

ト
の
上
昇
と
な
っ
た
。
太

陽
光
発
電
の
増
加
に
と
も

な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
水
力
除
く
）
は
７
・

１
％
で
０
・
５
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。
原
子
力
発
電

が
３
・
２
％
と
１
・
４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
、
水
力
は
３

・
６
％
で
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
た
。
廃
棄
物
を

は
じ
め
と
し
た
未
活
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
２
・
９
％
だ

っ
た
。

　

ま
た
２
０
２
１
年
度
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
９
億
８
０
０
０

万
㌧
で
１
・
２
％
増
と
８

年
ぶ
り
に
増
加
。
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
経
済
需
要
回
復

な
ど
の
影
響
を
受
け
た
。

2021年度 燃油高騰下で健闘

官公需936件受注官公需936件受注
災
害
協
定

締
結
も 

自
治
体 

安
値
志
向
残
る

２
ヵ
月
400
万
㎘
台

全
石
連
部
会
ま
と
め

随
意
契
約
７
件
増

随
意
契
約
７
件
増
641641
件
に
件
に

陸
上
ス
ポ
ッ
ト 

全
油種 

落
ち
着
く

ガ
ソ
リ
ン 

128
円
〜
129
円
10
銭
中
心
卸業者、販売
量達成にメド

自
動
車
移
動
で 

感
染
防
止
の
夏

感
染
防
止
の
夏
鮮
明

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン
99..00
％
増
％
増

石連 都道府県販売

８ 
  

月

2021
年
度
前
年
並
み 

再
エ
ネ
7.1
％

一
次
エ
ネ 
供
給 

石
油
36・
３
％

JAF10月
救援出動 5.1％増19万件
移動活発化 故障増
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【
札
幌
】
北
海
道
消
費

者
協
会
発
表
の
価
格
調
査

に
よ
る
と
、
11
月
上
旬
の

道
内
石
油
製
品
平
均
小
売

価
格
は
灯
油
が
㍑
１
２
０

・
54
円
、
ガ
ソ
リ
ン
が
１

６
４
・
67
円
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

が
２
１
７
９
円
（
基
本
料

金
）
と
な
っ
た
＝
別
表
参

照
。

　

灯
油
価
格
は
前
回
調
査

（
10
月
上
旬
）
か
ら
０
・

06
円
下
落
し
た
が
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
は
２
・
00
円

（
セ
ル
フ
は
２
・
51
円
）

の
上
昇
と
な
っ
た
。
前
年

同
月
と
比
較
す
る
と
灯
油

は
11
・
96
円
の
高
値
推
移

と
な
っ
て
い
る
が
、
価
格

差
は
大
き
く
改
善
さ
れ

た
。
一
方
、
ガ
ソ
リ
ン
は

前
年
同
月
比
で
２
・
44
円

の
安
値
と
な
り
、
両
油
種

と
も
激
変
緩
和
対
策
事
業

に
よ
る
補
助
金
が
価
格
高

騰
の
抑
制
に
一
定
の
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
よ
う

だ
。

　

各
地
区
の
ガ
ソ
リ
ン
平

均
価
格
（
フ
ル
サ
ー
ビ
ス

・
セ
ル
フ
合
算
）
最
高
値

は
道
北
圏
の
１
６
８
・
39

円
、
最
安
値
は
道
央
エ
リ

ア
の
１
６
３
・
41
円
。
全

道
で
の
最
高
値
は
フ
ル
で

１
８
０
円
、
セ
ル
フ
で
１

７
０
円
、
最
安
値
は
フ
ル

で
１
４
９
円
、
セ
ル
フ
で

１
５
２
円
と
な
っ
た
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
基
本
料
金
の

平
均
値
は
２
１
７
９
円
で

前
月
と
変
わ
ら
ず
。
前
年

同
月
と
比
較
す
る
と
23
円

高
の
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
５
立
方
㍍
当
た

り
で
は
６
７
５
１
円
で
１

円
、
10
立
方
㍍
当
た
り
で

は
１
万
１
１
１
８
円
で
31

円
の
下
落
と
な
っ
た
。

道内11月灯油・ガソリン・ＬＰガス価格
（生活圏別） 北海道消費者協会調査

区 

分 生　活　圏 店舗数
（店）

高 値
（円）

安 値
（円）

平 均
（円）

灯　

油

全　　　　道 581 134.00 98.80 120.54 

生活圏

道 央 277 133.00 98.80 119.62 

道 南 30 133.00 103.00 122.35 

道 北 112 132.00 109.00 121.96 

道 東 162 134.00 99.90 120.79 

ガ　
　
　
　

ソ　
　
　
　

リ　
　
　
　

ン

フ
ル
サ
ー
ビ
ス

全　　　道 320 180.40 149.00 166.17 

生活圏

道 央 124 178.00 149.00 164.73 

道 南 15 177.10 163.00 166.59 

道 北 56 180.40 156.00 170.21 

道 東 125 179.00 158.00 165.73 

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

全　　　道 127 170.40 152.00 160.88 

生活圏

道 央 67 168.00 152.00 160.96 

道 南 2 158.00 157.90 157.95 

道 北 17 170.00 153.00 162.41 

道 東 41 170.40 155.00 160.27 

全　
　

体

全　　　道 447 180.40 149.00 164.67 

生活圏

道 央 191 178.00 149.00 163.41 

道 南 17 177.10 157.90 165.57 

道 北 73 180.40 153.00 168.39 

道 東 166 179.00 155.00 164.38 

Ｌ　
　
　

Ｐ　
　
　

ガ　
　
　

ス

基
本
料
金

全　　　道 333 2,662 1,023 2,179

生活圏

道 央 145 2,484 1,023 2,128
道 南 6 2,322 2,160 2,277
道 北 76 2,640 1,870 2,222
道 東 106 2,662 1,089 2,208

５　

㎥

全　　　道 348 8,811 3,735 6,751

生活圏

道 央 145 8,778 3,735 6,645
道 南 19 8,690 5,616 6,666
道 北 79 8,811 4,941 6,968
道 東 105 8,206 4,758 6,751

10　

㎥

全　　　道 348 14,938 6,820 11,118

生活圏

道 央 145 14,938 6,820 10,982
道 南 19 14,520 8,600 10,767
道 北 79 14,916 7,771 11,482
道 東 105 13,870 7,205 11,094

　
【
名
古
屋
】
愛
知
県
内

の
石
油
販
売
業
者
に
よ
る

と
、
県
内
ガ
ソ
リ
ン
業
転

価
格
は
24
日
現
在
、
17
日

時
点
と
く
ら
べ
て
㍑
20
銭

か
ら
40
銭
値
下
が
り
し
、

一
部
で
横
ば
い
だ
っ
た
。

軽
油
は
30
銭
か
ら
50
銭
値

上
が
り
し
、
一
部
で
横
ば

い
。
灯
油
は
10
銭
か
ら
40

銭
値
上
が
り
し
、
一
部
で

　

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
（
竹
越

徹
理
事
長
）
は
12
月
１
日
か
ら
来
年

４
月
30
日
の
５
カ
月
に
わ
た
り
「
安

全
衛
生
教
育
促
進
運
動
」
を
行
う
。

同
運
動
を
通
じ
、
労
働
者
の
安
全
と

健
康
を
守
る
う
え

で
必
要
不
可
欠
な

安
全
衛
生
に
関
す

る
教
育
な
ど
を
啓

発
し
、
各
事
業
で

の
実
施
を
促
す
。

　

令
和
４
年
に
労
働
安
全
衛
生
法
施

行
令
の
改
正
に
よ
る
食
品
製
造
業
や

新
聞
業
な
ど
の
業
種
追
加
を
皮
切
り

に
、
令
和
５
年
に
は
雇
入
れ
時
教

育
、
職
長
等
教
育
、
技
能
講
習
、
特

別
教
育
な
ど
が
義
務
化
さ
れ
る
。
各

種
動
き
が
あ
る
な
か
で
労
働
者
の
事

故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
安
全

衛
生
に
関
す
る
教
育
の
重
要
性
を
あ

ら
た
め
て
認
識
し
つ
つ
、
そ
の
実
効

性
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

今
年
の
運
動
標
語
は
「
正
し
い
知

識
で　

職
場
を
安
全
・
健
康
に
！
」。

主
唱
者
は
中
災
防
で
、
後
援
は
厚
生

労
働
省
。
ま
た
協
賛
者
と
し
て
陸
上

貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協

会
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
な
ど
が
並

ぶ
。

純
利
益
６
億
円

に
引
き
上
げ

日
新
商
事
連

結
業
績
予
想

　
【
東
京
】
日
新
商
事
は

２
０
２
３
年
３
月
期
（
２

０
２
２
年
４
月
〜
２
０
２

３
年
３
月
）
の
連
結
業
績

予
想
を
修
正
し
、
純
利
益

を
５
月
に
公
表
し
た
前
回

予
想
か
ら
１
０
０
・
０
％

増
の
６
億
円
に
引
き
上
げ

た
。
石
油
製
品
の
利
幅
増

加
を
見
込
ん
だ
。

　

営
業
利
益
は
77
・
８
％

増
の
８
億
円
、
経
常
利
益

は
42
・
９
％
増
の
10
億
円

と
し
た
。
売
上
高
は
４
１

０
億
円
の
ま
ま
据
え
置
い

た
。
２
０
２
３
年
３
月
期

連
結
業
績
予
想
は
次
の
通

り
（
カ
ッ
コ
内
は
前
回
予

想
）。

　

▽
売
上
高
４
１
０
億
円

（
４
１
０
億
円
）
▽
営
業

利
益
８
億
円
（
４
億
５
０

０
０
万
円
）
▽
経
常
利
益

10
億
円
（
７
億
円
）
▽
親

会
社
株
主
に
帰
属
す
る
当

期
純
利
益
６
億
円
（
３
億

円
）。

純
利
益
35
・
９
％

増
３
億
900
万
円

日
新
商
事
第
２

四
半
期
決
算

　
【
東
京
】
日
新
商
事
が

ま
と
め
た
２
０
２
３
年
３

月
期
第
２
四
半
期
（
２
０

２
２
年
４
〜
９
月
）
の
連

結
業
績
は
、
純
利
益
が
前

年
同
期
比
35
・
９
％
増
の

３
億
９
０
０
万
円
だ
っ

た
。
石
油
製
品
の
採
算
性

向
上
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

燃
料
の
販
売
増
加
、
前
年

に
実
施
し
た
外
食
事
業
譲

渡
に
よ
る
経
費
減
少
な
ど

が
業
績
を
け
ん
引
。
前
年

の
事
業
譲
渡
益
の
剥
落
は

純
利
益
の
下
振
れ
要
因
と

な
っ
た
が
、
大
幅
な
増
収

増
益
を
確
保
し
た
。

　

売
上
高
は
原
油
高
と
円

安
に
と
も
な
う
石
油
製
品

の
販
売
価
格
上
昇
で
11
・

９
％
増
の
１
９
４
億
４
５

０
０
万
円
。
営
業
利
益
は

１
９
６
・
０
％
増
の
４
億

７
８
０
０
万
円
、
経
常
利

益
は
１
３
８
・
１
％
増
の

６
億
３
９
０
０
万
円
だ
っ

た
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
別
に
み
る

と
、
主
力
の
石
油
関
連
事

業
は
売
上
高
が
13
・
５
％

増
の
１
７
８
億
５
２
０
０

万
円
、
利
益
は
２
３
３
・

５
％
増
の
３
億
９
３
０
０

万
円
と
な
っ
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
事
業
は
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
燃
料
の
Ｐ
Ｋ
Ｓ
（
パ

ー
ム
椰
子
殻
）
の
販
売
数

量
が
増
加
し
、
売
上
高
が

１
１
７
・
４
％
増
の
12
億

７
０
０
０
万
円
、
利
益
は

70
・
０
％
増
の
１
億
９
０

０
万
円
だ
っ
た
。

　

不
動
産
事
業
は
売
上
高

が
１
・
６
％
減
の
３
億
２

１
０
０
万
円
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
利
益
は
前
年
の
大

規
模
修
繕
の
反
動
で
０
・

６
％
増
の
１
億
８
３
０
０

万
円
を
確
保
し
た
。

　

第
２
四
半
期
連
結
業
績

の
概
要
は
次
の
通
り
（
カ

ッ
コ
内
は
前
年
同
期
実

績
）。

　

▽
売
上
高
１
９
４
億
４

５
０
０
万
円
（
１
７
３
億

７
６
０
０
万
円
）
▽
営
業

利
益
４
億
７
８
０
０
万
円

（
１
億
６
１
０
０
万
円
）

▽
経
常
利
益
６
億
３
９
０

０
万
円
（
２
億
６
８
０
０

万
円
）
▽
親
会
社
株
主
に

帰
属
す
る
四
半
期
純
利
益

３
億
９
０
０
万
円
（
２
億

２
７
０
０
万
円
）。

〝
シ
ビ
ア
〞な

フ
ル
志
向
客

広
島
市
内
地
場
業
者

　
【
広
島
】
一
般
的
に
セ

ル
フ
を
好
む
客
は
「
損
得

で
動
く
」
と
さ
れ
る
。
こ

れ
は
㍑
１
円
で
も
安
い
価

格
を
求
め
て
移
動
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

い
わ
ゆ
る
「
目
先
の
価

格
」
で
移
動
す
る
か
ら

だ
。
と
こ
ろ
が
「
本
当
に

損
得
を
考
え
て
い
る
（
シ

ビ
ア
）
の
は
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
志
向
客
。
ト
ー
タ
ル
で

損
得
を
考
え
る
」
と
広
島

市
内
の
地
場
業
者
。「（
説

明
し
た
時
の
）
理
解
力
か

ら
も
う
か
が
え
る
」
と
し

て
い
る
。

　

セ
ル
フ
志
向
客
は
店
頭

価
格
や
チ
ラ
シ
、
ク
チ
コ

ミ
な
ど
に
よ
る
「
安
値
情

報
」
で
Ｓ
Ｓ
を
選
別
す
る

傾
向
が
強
い
。
安
値
を
求

め
て
動
い
て
い
る
の
は

「
そ
の
Ｓ
Ｓ
が
少
々
遠
く

て
も
ほ
と
ん
ど
意
に
介
さ

な
い
」
こ
と
か
ら
も
う
か

が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
フ
ル

志
向
客
も
価
格
は
見
る
が

「
そ
れ
を
含
め
た
ト
ー
タ

ル
で
判
断
す
る
」と
い
う
。

　

た
と
え
ば
２
円
高
く
て

も
30
㍑
給
油
で
60
円
の
違

い
。
窓
拭
き
が
あ
れ
ば

「
十
分
元
が
と
れ
る
。
手

間
と
時
間
を
か
け
て
離
れ

た
Ｓ
Ｓ
に
行
く
レ
ベ
ル
で

は
な
い
」
と
判
断
す
る
。

　

す
べ
て
の
セ
ル
フ
志
向

客
が
価
格
だ
け
で
Ｓ
Ｓ
を

選
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
価
格
を
重
視
し
て

い
る
の
は
確
か
。
先
の
地

場
業
者
は
「
こ
う
し
た
客

は
Ｓ
Ｓ
が
追
い
か
け
る
客

で
は
な
い
」
と
い
う
。
価

格
と
サ
ー
ビ
ス
（
内
容
）

の
バ
ラ
ン
ス
は
考
慮
す
べ

き
だ
が
、
セ
ル
フ
が
一
般

的
に
な
っ
た
い
ま
で
も
フ

ル
Ｓ
Ｓ
で
給
油
し
て
い
る

客
は
い
る
。「
そ
う
し
た

客
こ
そ
Ｓ
Ｓ
が
追
い
求
め

る
べ
き
客
で
は
な
い
か
」

と
し
て
い
る
。

　
【
広
島
】
広
島
県
西
部

市
場
で
は
日
曜
日
を
休
み

に
す
る
、
ま
た
は
検
討
す

る
動
き
が
増
え
て
い
る
。

　

広
島
市
内
の
あ
る
Ｓ
Ｓ

は
、
こ
の
た
び
日
曜
日
を

定
休
日
と
し
た
。「
中
高

年
の
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
体

　
【
静
岡
】
静
岡
県
内
な

ら
び
に
山
梨
県
内
の
地
場

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者

が
、
看
板
価
格
に
お
い
て

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
と
の
棲
み
分

け
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

両
県
内
に
お
い
て
も
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
看
板
価
格
は

極
端
な
安
値
が
少
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
一
方
、
フ
ル

サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
と
セ
ル
フ

Ｓ
Ｓ
と
の
価
格
差
は
い
ぜ

ん
と
し
て
㍑
10
円
前
後
と

い
う
状
態
が
続
い
て
お

り
、
多
く
の
地
場
フ
ル
サ

ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者
が
「
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
看
板
価
格
に

左
右
さ
れ
ず
に
、
今
後
も

適
正
な
ガ
ソ
リ
ン
マ
ー
ジ

ン
を
得
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
採
算
販
売

の
手
綱
を
一
層
強
く
引
き

締
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
両
県
内
地
場
フ

ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者
と

も
に
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
が
レ

ギ
ュ
ラ
ー
（
以
下
同
）
１

６
０
円
台
前
半
の
看
板
価

格
で
推
移
し
て
い
る
な

か
、
価
格
差
が
十
数
円
に

も
お
よ
ぶ
こ
と
に
対
し
て

た
じ
ろ
ぐ
、
気
後
れ
す
る

こ
と
な
く
１
７
０
円
台
後

半
の
看
板
価
格
の
掲
示
も

散
見
さ
れ
て
い
る
。

　

１
７
０
円
台
後
半
の
看

板
価
格
を
掲
げ
て
い
る
山

梨
県
北
杜
市
内
地
場
フ
ル

サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者
店
主

は
「
個
人
、
法
人
と
も
に

地
元
の
お
客
さ
ま
に
来
店

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

価
格
差
が
十
数
円
に
も
拡

大
し
て
い
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
来
店
し
て
く
だ
さ

る
お
客
さ
ま
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｓ

業
界
は
小
売
業
と
し
て
必

要
な
利
益
を
熟
考
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
局
面
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

般
的
な
小
売
業
に
必
要
と

な
る
売
上
総
利
益
率
（
粗

利
益
率
）
は
20
％
超
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
当
Ｓ
Ｓ

の
20
円
台
後
半
の
ガ
ソ
リ

ン
マ
ー
ジ
ン
で
あ
っ
て
も

売
上
総
利
益
率
（
粗
利
益

率
）
は
20
％
に
届
か
な

い
。
お
そ
ら
く
多
く
の
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
現
在
の
ガ
ソ

リ
ン
マ
ー
ジ
ン
で
は
売
上

総
利
益
率
（
粗
利
益
率
）

は
消
費
税
の
10
％
に
す
ら

届
い
て
い
な
い
と
思
う
。

Ｓ
Ｓ
業
界
全
体
に
お
い
て

ガ
ソ
リ
ン
マ
ー
ジ
ン
で
売

上
総
利
益
率
（
粗
利
益

率
）
20
％
超
を
共
通
認
識

に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
。

　

１
７
０
円
台
後
半
の
看

板
価
格
を
掲
げ
て
い
る
静

岡
県
伊
豆
の
国
市
内
地
場

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者

店
主
は
「
価
格
面
で
セ
ル

フ
Ｓ
Ｓ
と
の
棲
み
分
け
を

実
現
し
て
い
る
も
の
の
、

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
主
導
の
姿
に

は
違
和
感
を
覚
え
る
。
フ

ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
も
地
域

社
会
を
下
支
え
し
て
い

る
。
価
格
設
定
の
基
準
値

を
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
に

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
元
売
は
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
Ｓ
Ｓ
が
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
る
強
い
指
導
力
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
提

言
し
て
い
る
。

　

同
Ｓ
Ｓ
の
敷
地
は
比
較

的
広
く
「
消
防
法
が
定
め

る
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
設
置
基

準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
」

と
い
う
。「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
を
見
据
え
「
燃
料
油

販
売
の
時
代
が
い
ず
れ
終

わ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
つ

つ
も
、
自
分
た
ち
が
生
き

残
る
た
め
の
準
備
に
は
早

く
着
手
し
た
い
」と
話
す
。

　

さ
ら
に
現
時
点
で
Ｅ
Ｖ

急
速
充
電
器
を
設
置
し
て

も
商
売
と
し
て
成
り
立
ち

に
く
い
が
「
元
売
が
Ｓ
Ｓ

を
は
じ
め
設
置
場
所
を
拡

大
す
る
な
か
で
、
そ
う
遠

く
な
い
時
期
に
元
売
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
示

が
あ
る
と
思
う
。
そ
し

て
、
い
ま
以
上
に
国
の
補

助
も
手
厚
く
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
み
る
。

　
【
福
岡
】
九
州
市
場
の

販
売
業
界
で
は
、
社
員
面

談
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。
11
月
は
例
年
、
個
人

面
接
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。
長

年
の
慣
習
と
し
て
行
っ
て

き
た
業
者
が
多
か
っ
た

が
、
近
年
は
「
不
可
欠
な

取
り
組
み
」
と
し
て
位
置

づ
け
が
変
化
し
て
い
る
。

　

理
由
は
、
社
員
の
本
音

が
あ
が
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
飲
み
会
や
研
修
会

が
減
り
、
縦
横
の
つ
な
が

り
が
薄
れ
た
。
外
か
ら
見

え
な
い
問
題
が
そ
の
ま
ま

と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

不
満
を
蓄
積
し
た
ま
ま
退

職
す
る
社
員
も
出
て
い

る
。
そ
の
抑
止
効
果
が
あ

る
と
し
て
、
再
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　

と
く
に
問
題
把
握
の
場

と
し
て
有
効
と
な
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｓ
は
じ
め
部
署
に

よ
っ
て
は
旧
態
依
然
と
し

た
意
識
の
管
理
者
も
お

り
、
組
織
と
し
て
問
題
が

あ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
面

談
を
す
る
こ
と
で
、
問
題

の
把
握
と
解
決
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

不
満
の
吸
い
上
げ
と
し

て
評
価
も
高
い
。
本
当
の

退
職
理
由
を
告
げ
ず
に
や

め
る
若
年
層
は
増
加
し
て

い
る
。
悩
み
や
業
務
上
の

や
り
に
く
さ
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
す
る
こ
と
で
、
本
音
を

早
期
に
拾
い
、
打
開
策
を

講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
共
有

の
場
と
し
て
も
有
効
だ
。

若
い
ス
タ
ッ
フ
ほ
ど
、
燃

料
油
販
売
の
先
行
き
に
不

安
を
抱
い
て
い
る
。
社
長

は
将
来
に
向
け
た
考
え
や

今
後
の
事
業
戦
略
を
伝

え
、
社
員
は
希
望
す
る
ポ

ス
ト
や
働
き
方
を
伝
え
て

い
る
。

　

社
長
自
ら
、
契
約
社
員

を
含
め
る
全
社
員
と
面
談

し
て
い
る
業
者
は
多
い
。

時
間
は
１
人
10
〜
30
分
が

多
い
が
、
そ
れ
で
も
「
一

対
一
で
対
面
す
る
価
値
は

あ
る
」
が
実
施
し
て
い
る

業
者
に
共
通
の
声
と
な
っ

て
い
る
。

力
面
の
負
担
に
配
慮
し

た
。
も
と
も
と
法
人
客
が

多
く
日
曜
は
そ
れ
ほ
ど
来

店
客
が
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
決
断
し
た
」
と
店
主
は

話
す
。

　

別
の
販
売
業
者
も
「
人

手
不
足
が
慢
性
化
し
て
い

る
。
少
し
で
も
緩
和
す
る

た
め
に
は
日
曜
定
休
も
選

択
肢
の
一
つ
に
な
る
」
と

検
討
中
だ
。

　

ス
タ
ッ
フ
募
集
を
か
け

て
も
反
応
が
鈍
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
即
効
的
な

解
決
策
は
な
い
が
「
い
ま

い
る
従
業
員
が
働
き
や
す

い
、
ゆ
と
り
あ
る
環
境
づ

く
り
が
そ
の
第
一
歩
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
る
。
ま

た
最
近
の
求
人
市
場
で

は
、
給
与
面
よ
り
休
み
を

重
視
す
る
求
職
者
が
増
え

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
日
曜
定
休
へ
の
動
き

は
今
後
広
が
っ
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

10
銭
値
下
が
り
し
た
。

　

結
果
、
県
内
の
業
転
価

格
（
消
費
税
抜
き
、
小
口

Ｓ
Ｓ
届
け
）
は
24
日
現

在
、
ガ
ソ
リ
ン
で
安
値
１

２
７
円
30
銭
、
中
値
１
２

７
円
90
銭
、
高
値
１
２
８

円
70
銭
。
軽
油
は
安
値
76

円
80
銭
、
中
値
77
円
10

銭
、
高
値
77
円
40
銭
。
灯

油
は
安
値
78
円
90
銭
、
中

値
79
円
40
銭
、
高
値
79
円

90
銭
。

　

今
後
の
業
転
価
格
に
つ

い
て
、
Ｓ
Ｓ
関
係
者
は

「
同
日
以
降
の
通
知
を
見

る
と
、
い
ず
れ
の
油
種
も

横
ば
い
な
い
し
数
十
銭
程

度
値
上
が
り
し
て
い
る
ほ

か
、
大
手
仕
切
り
も
実
質

一
律
10
銭
値
上
が
り
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現

時
点
で
は
強
含
み
だ
。
今

後
も
原
油
動
向
な
ど
に
注

視
し
な
が
ら
適
宜
対
応
し

た
い
」
と
話
す
。

　
【
福
岡
】
九
州
地
区
で

は
、
石
油
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
を
転
換
し
よ
う
と
努
力

す
る
姿
が
散
見
さ
れ
て
い

る
。
社
名
の
変
更
や
事
業

体
の
拡
大
と
開
発
、
さ
ら

に
新
分
野
の
人
材
を
開
拓

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

業
界
の
人
材
不
足
は
深

刻
な
状
況
に
あ
る
。
応
募

者
が
な
い
と
い
う
企
業
は

多
く
、
Ｓ
Ｓ
店
頭
で
は

「
ス
タ
ッ
フ
募
集
」
の
ノ

ボ
リ
が
目
立
っ
て
い
る
。

各
Ｓ
Ｓ
で
理
由
を
突
き
詰

め
る
と
、
待
遇
面
や
働
き

や
す
さ
だ
け
で
は
片
づ
け

ら
れ
な
い
理
由
が
見
え
て

く
る
。
そ
れ
は
石
油
事
業

の
将
来
へ
の
不
安
だ
。

　

主
力
商
品
で
あ
る
石
油

事
業
が
将
来
的
に
厳
し
い

環
境
に
あ
る
こ
と
は
、
誰

し
も
知
る
と
こ
ろ
だ
。
そ

の
た
め
各
Ｓ
Ｓ
で
は
石
油

事
業
を
守
り
つ
つ
も
、
新

た
な
事
業
展
開
を
模
索
し

て
い
る
。
飲
食
業
や
ホ
テ

ル
事
業
、
電
気
事
業
、
そ

し
て
農
業
法
人
の
確
立
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で

は
訴
求
効
果
に
薄
さ
を
感

じ
て
い
る
た
め
、
イ
メ
ー

ジ
刷
新
に
動
い
て
い
る
。

石
油
事
業
を
前
面
に
出
す

こ
と
を
敬
遠
し
、
社
名
か

ら
「
石
油
」
を
削
除
す
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
事
業
へ
の
進
出
を
模

索
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

技
術
者
の
獲
得
を
模
索

し
、
新
た
な
分
野
へ
の
開

拓
を
目
指
す
な
ど
、
石
油

事
業
依
存
か
ら
の
脱
却
を

図
ろ
う
と
懸
命
に
努
力
し

て
い
る
。

　

人
材
不
足
の
払
拭
に
は

打
つ
手
が
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
時
給
を
上

げ
、
休
暇
を
取
得
し
や
す

く
し
、
労
働
環
境
は
格
段

に
向
上
し
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
て
、
イ
メ
ー
ジ
戦

略
と
企
業
の
未
来
図
を
明

る
く
す
る
こ
と
で
、
人
材

難
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

　
【
京
都
】
京
都
府
内
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
系
の
地
場
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
店
主
は
、
将
来
的
な

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
急
速
充
電
器
の
設
置
に
前
向
き
だ
。
Ｅ
Ｖ
経
路
充
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
に
取
り
組
む
元
売
の
方
針
に
つ
い
て
「
Ｓ
Ｓ
の
Ｅ
Ｖ
化
の
流
れ
が
本
格
化
し
始
め

た
。
い
ず
れ
採
算
が
と
れ
る
仕
組
み
も
見
え
て
く
る
は
ず
」
と
期
待
す
る
。

ウィークリー・コメンタリー
陸上市況：ガソリン相場は
上昇した。一部地域では安
価な輸入物が流通しており
（グラフ参照）、製油所出し
価格の下げ圧力は強い。し
かし11月販売枠消化のメ
ドが立ったことから、提示
価格を上方修正する卸業者
も現れた。政府の「全国旅
行支援」はガソリン消費に
つながりにくい公共交通機
関の利用が前提になるほ
か、物価高の影響を受けて
消費者は車での外出を控え
たため、11月の需要は鈍い
との見方がこれまで強かっ
た。ただ需要低迷による価
格低下が需要家のニーズを刺激した結果、月後半に月間販売計画が大きく進ちょくした。
　灯油も底堅い展開。卸業者は当初、気温低下により需要が拡大した時点で販売することを狙っ
たが、月後半になっても気温は期待通りには下がらず、11月販売枠の消化は進んでいない。ただ
12月も市場への供給はタイトになるとみられるため、一層の価格低下は見込めず、月末まで足元
の価格は維持されるとの見方があがった。軽油の販売枠消化は順調に進み、相場は堅調だった。
一部地域では非課税軽油の価格提示がいち早く停止されたほか、供給過剰になりやすいとされる
課税軽油も品不足に陥った。非課税軽油と課税軽油の価格差が通常の半分に過ぎない♂500円程
度に収まる地域もあるという。 （無断転載を禁ずる）

※国内の陸上マーケットは小正路（hiroyuki.koshoji@spglobal.com）が担当しています。質問があ
る方はメールでお問い合わせ下さい。

eWindow 成約概況（陸上）
成約日時 商　品 数量 出荷地 価　格 税込価格
11月21日 灯 油 50 千 葉 76,300

11月21日 ガソリン 50 阪 神 73,700 127,500

11月21日 ガソリン 50 千 葉 73,700 127,500

11月21日 ガソリン 50 千 葉 73,700 127,500

11月21日 ガソリン 50 千 葉 73,700 127,500

11月21日 軽 油 50 千 葉 76,200

11月21日 ガソリン 50 千 葉 73,700 127,500

成約日時 商　品 数量 出荷地 価　格 税込価格
11月21日 ガソリン 50 中 京 73,700 127,500

11月22日 ガソリン 50 千 葉 73,700 127,500

11月22日 ガソリン 50 千 葉 73,700 127,500

11月22日 ガソリン 50 千 葉 73,700 127,500

11月22日 ガソリン 50 阪 神 73,700 127,500

11月22日 ガソリン 50 中 京 73,800 127,600

（過去１週間：月～金）

(単位：数量は㎘，価格は円/㎘）

陸上価格
神奈川 千　葉 中　京 阪　神

ガソリン 74,100 400 74,100 600 74,100 200 74,000 500

灯　油 76,400 200 76,500 300 76,400 200 76,400 200

軽　油 76,200 700 76,200 300 76,300 300 76,300 300

Ａ重油（0.5％） 74,300 600 74,300 1,600 74,300 600 74,300 600

ＬＳＡ重油 74,800 600 74,800 1,600 74,800 600 74,800 600

（金曜日価格、前週比）

（単位：円/㎘）

毎週火曜日掲載
週間取引概要（2022.11.21～25）

ウィークリー・サマリーウィークリー・サマリー

重要性増す社員面談
九州市場

問題把握の場として有効

│ 

中
災
防 

│

「
粗
利
益
率
20
％
超
、共
通
認
識
に
」

看

板

価
格
で 

セ
ル
フ
と
棲
み
分
け

静岡、山梨県内フル

安
全
衛
生
教
育
促
進
運
動

12
月
１
日
か
ら
５
ヵ
月
間

広島県西部

「
日
曜
休
み
」増
え
る

ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
へ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
拡
充
方
針
受
け

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｖ  
急

速

急

速

充
電
器

充
電
器  

設
置
前
向
き

設
置
前
向
き

京都府内系列フル

「
収
益
モ
デ
ル
提
示
に
期
待
」

「
安
全
衛
生
教
育
促
進
運
動
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

177
円
看
板
を
掲
げ
る
山
梨
県
北
杜
市
内
地
場

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者

ガ
ソ
リ
ン
中
値
127
円
90
銭

20
〜
40
銭
下
落
、一
部
で
横
ば
い
愛知県内業転

業
界
の
印
象
転
換
へ

石
油
守
り
つ
つ
、新
た
な
展
開
模
索
九州地区

北
海
道
内
11
月
上
旬
製
品
価
格

ガ
ソ
リ
ン
は
２
円
上
昇



  

(３) 第２１４４６号 （第三種郵便物認可） 令和４年（２０２２年）１１月２９日 （火曜日）

　
【
豊
中
市
＝
大
阪
】

豊
中
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
長
谷
川
龍
司
会

長
）
は
16
日
、
豊
中
市

庄
内
を
拠
点
に
子
ど
も

食
堂
や
若
者
の
就
労
支

援
な
ど
行
っ
て
い
る

「
ぐ
ー
て
ん
」（
運
営

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｚ
Ｕ
Ｔ

Ｔ
Ｏ
・
津
田
優
子
理
事

長
）
へ
新
米
の
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
１
８
０
≠
な
ど
を

寄
贈
し
た
。
新
米
は
同

会
役
員
（
職
業
奉
仕
委

員
長
）
で
も
あ
る
西
口

興
産
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

系
）
の
西
口
定
雄
代
表

取
締
役
社
長
が
自
身
で

同
市
や
兵
庫
県
三
田
市

で
生
産
し
て
い
る
も
の

を
提
供
し
た
。

　

青
少
年
奉
仕
委
員
会

の
西
原
英
樹
委
員
長
に

よ
る
と
、
以
前
か
ら
寄

付
金
や
物
資
の
寄
贈
な

ど
支
援
を
行
っ
て
い
た

が
、
コ
メ
の
寄
贈
は
昨

年
に
引
き
続
き
２
回

目
。
昨
年
・
今
年
と
西

口
社
長
が
生
産
し
た
コ

メ
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
今
年
は
豊
中
市

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

協
力
を
依
頼
さ
れ
、
別

の
施
設
に
も
コ
メ
を
提

供
す
る
。
こ
ち
ら
も
西

口
社
長
の
提
供
だ
。

　

贈
呈
式
で
は
同
施
設

ス
タ
ッ
フ
で
社
会
福
祉

士
の
和
田
美
穂
さ
ん
や

同
じ
く
ス
タ
ッ
フ
の
柴

垣
恭
子
さ
ん
に
対
し
、

新
米
や
寄
付
金
な
ど
を

寄
贈
。
同
施
設
で
は
子

ど
も
食
堂
の
ほ
か
、
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
低
所

得
で
困
窮
し
て
い
る
子

育
て
世
帯
に
対
し
食
料

の
配
布
も
行
っ
て
お

り
、
寄
贈
さ
れ
た
新
米

は
そ
れ
ら
の
活
動
に
活

用
さ
れ
る
。

　

長
谷
川
会
長
は
「
和

田
さ
ん
に
今
の
子
ど
も

や
若
者
た
ち
の
現
状
を

（
同
会
で
）
講
演
し
て

も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
困
窮
し
て
い
る
若

い
人
が
多
い
と
知
っ

た
。
何
か
地
域
の
た
め

に
で
き
な
い
か
と
思
い

（
寄
付
金
や
物
資
の
）

支
援
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
」
と
経
緯
を
説

明
。「〝
豊
中
南
〞
と
名

が
つ
く
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
と
し
て
、
地
域
の

人
を
応
援
し
た
い
」
と

語
る
。

　

ま
た
同
施
設
の
和
田

さ
ん
は
「
食
品
全
般
が

値
上
が
り
し
て
い
る
な

か
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

（
配
布
先
な
ど
）
み
ん

な
に
喜
ば
れ
る
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
【
和
歌
山
】
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
の
和
歌
山
製
油
所
（
有

田
市
）
閉
鎖
に
つ
い
て
、

県
内
の
Ｓ
Ｓ
業
界
関
係
者

か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
聞
か
れ
る
。
そ
の
な
か

に
は
、
市
況
改
善
を
期
待

す
る
声
も
あ
る
。

　

和
歌
山
県
は
多
く
の
地

域
で
市
況
が
低
迷
。
改
善

に
動
く
関
係
者
も
多
い

が
、
な
か
な
か
低
市
況
か

ら
脱
せ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
同
製

油
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
。
あ

る
特
約
店
筋
は
「
同
製
油

所
か
ら
も
安
値
玉
が
出
て

い
た
と
す
れ
ば
、
安
値
業

者
に
と
っ
て
は
仕
入
れ
先

が
減
る
こ
と
に
な
る
。
地

域
に
よ
っ
て
は
市
況
軟
化

が
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
期
待
す
る
。

　

紀
中
地
域
の
特
約
店
幹

部
も
「
近
隣
府
県
か
ら
の

安
値
玉
に
頼
る
こ
と
に
な

る
。（
同
製
油
所
閉
鎖
は
）

安
値
業
者
に
と
っ
て
小
さ

く
な
い
ダ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
か
」
と
推
測
す
る
。

　

一
方
、
懐
疑
的
な
見
方

も
あ
る
。
紀
北
地
域
の
特

約
店
幹
部
は
「
県
内
で
流

通
し
て
い
る
安
値
玉
の
大

半
は
別
ル
ー
ト
。
商
圏
に

よ
っ
て
は
配
送
費
の
上
乗

せ
分
を
価
格
転
嫁
す
る
た

め
多
少
は
値
段
が
上
が
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

で
も
１
〜
２
円
あ
る
か
な

し
か
。
ほ
と
ん
ど
影
響
は

な
い
」
と
分
析
す
る
。

　

災
害
対
策
や
市
況
改
善

は
県
内
の
Ｓ
Ｓ
関
係
者
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
。
同

製
油
所
の
閉
鎖
に
よ
り
影

響
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
の
う
ち
に
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
紀
北
地
域
の
地
場

業
者
は
「
Ｓ
Ｓ
業
界
が

（
同
製
油
所
閉
鎖
で
）
受

け
る
影
響
は
限
定
的
」
と

断
ず
る
。「
地
域
経
済
が

衰
退
し
（
販
売
数
量
が
）

減
販
す
る
商
圏
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
閉
鎖
に

よ
る
直
接
的
な
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い

か
」。

　

閉
鎖
ま
で
１
年
ほ
ど
。

10
月
に
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と

地
元
自
治
体
な
ど
と
の
３

回
目
の
検
討
会
が
行
わ
れ

た
。
果
た
し
て
同
製
油
所

閉
鎖
が
Ｓ
Ｓ
に
影
響
が
あ

る
の
か
、
今
後
の
動
向
を

注
視
し
た
い
。　
（
お
わ
り
）

「市況低迷」の改善へ期待
「ＳＳ業界受ける影響限定的」か

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
相
談
会

中
小
企
業
対
象

　
【
大
阪
】
大
阪
府
は
府

内
の
中
小
企
業
を
対
象
に

し
た
「
脱
炭
素
対
応
新
事

業
展
開
モ
デ
ル
創
出
支
援

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

12
月
８
日
と
９
日
に
「
脱

炭
素
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
無
料
相
談

会
」
を
実
施
す
る
。

　

対
面
開
催
の
無
料
相
談

会
で
現
在
の
課
題
や
脱
炭

素
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
し

た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の

疑
問
な
ど
に
応
え
る
ほ

か
、
相
談
会
後
に
は
支
援

希
望
者
に
対
し
支
援
機
関

が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
ま
た

参
加
者
に
は
事
前
に
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
説

明
し
た
動
画
を
送
る
。

　

参
加
対
象
は
府
内
の
中

小
企
業
者
（
法
人
お
よ
び

個
人
）。
会
場
は
ビ
ズ
ミ

ッ
ク
ス
淀
屋
橋
（
大
阪

市
）。
定
員
は
各
日
５
者

（
先
着
順
）
で
参
加
費
は

無
料
。
申
し
込
み
は
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
可

能
。
締
め
切
り
は
11
月
30

日
。
問
い
合
せ
先
は
Ｔ
Ｔ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
。

危
険
物
積
載
車
両
一

斉
取
り
締
ま
り
実
施

堺
市
・
吹
田
市
で

　
【
大
阪
】
大
阪
府
は
16

日
、
大
阪
府
警
察
本
部
や

西
日
本
高
速
道
路
ら
参
加

機
関
と
堺
市
北
区
金
岡
町

（
大
阪
中
央
環
状
線
東
行

大
阪
府
営
大
泉
緑
地
前
）

お
よ
び
吹
田
市
（
名
神
高

速
道
路
吹
田
料
金
所
）
で

令
和
４
年
度
第
４
回
危
険

物
等
積
載
車
両
一
斉
取
り

締
ま
り
を
実
施
し
た
。

　

取
り
締
ま
り
対
象
車
は

危
険
物
運
搬
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
や
危
険
物
運
搬
ト
ラ

ッ
ク
、
高
圧
ガ
ス
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
、
高
圧
ガ
ス
積

載
ト
ラ
ッ
ク
、
毒
物
お
よ

び
劇
物
運
搬
車
両
、
火
薬

類
運
搬
車
両
。
消
防
法
上

の
安
全
措
置
の
適
否
や
高

圧
ガ
ス
保
安
法
上
の
安
全

措
置
の
適
否
、
道
路
交
通

法
違
反
の
有
無
、
毒
物
お

よ
び
劇
物
取
締
法
上
の
安

全
措
置
の
適
否
な
ど
で
計

21
台
検
査
し
た
。

　

こ
の
う
ち
消
防
法
関
係

（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
）
で

２
台
（
保
安
講
習
未
受

講
、
消
火
器
の
失
効
）、

高
圧
ガ
ス
保
安
関
係
（
ト

ラ
ッ
ク
）
で
２
台
（
警
戒

標
な
し
（
前
）、
資
材
な

し
・
工
具
な
し
）、
毒
物

お
よ
び
劇
物
取
締
法
関
係

で
１
台
（
書
面
の
備
付
不

備
）
の
指
摘
車
両
が
あ
っ

た
（
す
べ
て
堺
市
）。
同

指
摘
内
容
に
つ
い
て
現
地

で
改
善
指
導
を
行
っ
た
。

　

ま
た
今
回
の
取
り
締
ま

り
に
併
せ
て
軽
油
な
ど
の

見
本
品
の
採
取
調
査
を
実

施
。
14
台
の
車
両
に
対

し
、
14
本
の
見
本
品
採
取

調
査
を
行
っ
た
。

　
【
大
阪
】
大
阪
府
石
商

・
協
（
鴻
野
友
次
郎
理
事

長
）
は
22
日
、
大
阪
市
内

で
正
副
理
事
長
会
な
ら
び

に
理
事
会
・
支
部
長
合
同

会
議
を
開
催
し
た
。

　

理
事
会
・
支
部
長
合
同

会
議
の
冒
頭
、
鴻
野
理
事

長
は
燃
料
油
価
格
激
変
緩

和
事
業
、
令
和
４
年
度
第

２
次
補
正
予
算
、
ガ
ソ
リ

ン
不
当
廉
売
改
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
触

れ
「
元
売
の
中
間
決
算
は

良
か
っ
た
が
、
精
製
設
備

を
縮
小
す
る
コ
ス
ト
や
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
て

投
資
が
必
要
。
わ
れ
わ
れ

流
通
側
も
収
益
を
上
げ
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
改

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
発
掘
の
展
示
会

大
阪
府
内
企
業

や
行
政
が
出
展

　
【
大
阪
】
大
阪
府
内
な

ど
の
企
業
の
技
術
・
製
品

の
Ｐ
Ｒ
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
促
進
な
ど
を
目
的

と
し
た
展
示
会
「
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
発
掘
フ
ェ
ア

２
０
２
２
」（
主
催
・
北

河
内
産
フ
ェ
ア
運
営
委
員

会
、
八
尾
市
産
業
博
開
催

実
行
委
員
会
な
ど
）
が
16

〜
17
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

出
展
者
数
は
企
業
や
大

学
、
行
政
な
ど
１
８
２

社
。
油
脂
メ
ー
カ
ー
や
自

動
車
部
品
製
造
企
業
、
ド

ロ
ー
ン
関
連
企
業
な
ど
も

参
加
し
た
＝
写
真
。

　

ま
た
有
識

者
に
よ
る
講

演
会
や
出
展

者
に
よ
る
新

製
品
情
報
発

表
な
ど
も
行

わ
れ
た
。

　

た
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染

者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、

大
阪
府
独
自
の
〝
大
阪
モ

デ
ル
〞
が
黄
色
信
号
に
な

る
な
ど
警
戒
が
強
ま
っ
て

お
り
、
出
展
社
か
ら
は

「
来
場
者
は
（
多
い
時
間

帯
と
少
な
い
時
間
帯
と

で
）
波
が
あ
る
」（
団
体

職
員
）「
コ
ロ
ナ
禍
前
の

開
催
時
よ
り
は
少
し
少
な

い
印
象
」（
行
政
関
係
者
）

と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
「
想
定
し
て
い

た
よ
り
多
い
」（
府
内
メ

ー
カ
ー
）「
最
初
は
不
安

だ
っ
た
が
（
来
場
者
に
）

関
心
を
示
し
て
も
ら
え
て

い
る
」（
環
境
関
連
企
業
）

「
多
く
の
人
た
ち
が
足
を

止
め
、
展
示
物
な
ど
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え
て
い

る
」（
行
政
関
係
者
）
と

い
っ
た
前
向
き
な
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。

「
Ｇ
マ
ー
ク
」

局
長
表
彰
実
施

近
畿
運
輸
局

　
【
大
阪
】
近
畿
運
輸
局

は
こ
の
ほ
ど
、
令
和
４
年

度
安
全
性
優
良
事
業
所

「
Ｇ
マ
ー
ク
」
近
畿
運
輸

局
長
表
彰
を
実
施
し
た
。

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
の

な
か
で
と
く
に
優
秀
な
事

業
所
を
表
彰
す
る
制
度

で
、
今
回
で
８
回
目
。
大

阪
・
京
都
・
奈
良
・
滋
賀

・
和
歌
山
の
運
輸
支
局
と

兵
庫
陸
運
部
の
各
管
轄
か

ら
菱
華
運
輸
神
戸
営
業
所

（
兵
庫
）
や
西
日
本
エ
ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流
明
石

営
業
所
（
同
）
な
ど
計
26

事
業
所
が
表
彰
さ
れ
た
。

善
し
、
調
達
力
を
上
げ
る

こ
と
で
未
来
に
向
け
て
投

資
し
な
い
と
い
け
な
い
。

し
っ
か
り
と
市
況
を
構
築

し
て
、
健
全
な
業
界
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
開
会
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
題
に
移
り
、
大
阪
国

税
局
北
税
務
署
の
梶
野
周

平
統
括
国
税
調
査
官
が

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。
消
費
税
の
基
本
的

な
仕
組
み
や
、
買
い
手
の

留
意
点
（
仕
入
れ
税
額
控

除
の
要
件
）
な
ど
に
つ
い

て
、
資
料
を
用
い
て
説
明

し
た
。

　

続
い
て
綾
田
学
油
政
連

会
長
が
、
16
日
に
行
わ
れ

た
石
油
増
税
反
対
総
決
起

大
会
に
つ
い
て
報
告
を
行

っ
た
。

　

事
務
局
が
Ｓ
Ｓ
の
事
業

再
構
築
・
経
営
力
強
化
事

業
の
補
助
対
象
設
備
と
補

助
額
、
総
合
経
済
対
策

（
激
変
緩
和
事
業
の
今
後

の
方
向
性
）、
Ｓ
Ｓ
利
活

用
Ｐ
Ｔ
「
当
面
の
と
り
ま

と
め
（
２
）」
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
閉
会
し
た
。

　
【
大
阪
】
近
畿
運
輸
局

は
こ
の
ほ
ど
、
10
月
の
中

古
車
（
軽
を
除
く
）
新
規

登
録
、
移
転
登
録
な
ど
の

手
続
き
を
行
っ
た
台
数
を

ま
と
め
た
。

　

近
畿
２
府
４
県
で
新
規

登
録
し
た
中
古
車
は
９
９

８
９
台
（
前
年
同
月
比
86

・
５
％
）、
移
転
登
録
は

７
万
５
３
５
６
台
（
同
１

０
４
・
６
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

　

府
県
別
で
は
新
規
登
録

（
中
古
車
）
が
大
阪
３
８

４
７
（
大
阪
１
６
９
９
、

な
に
わ
９
９
０
、
和
泉
１

１
５
８
）、
京
都
１
１
４

４
、
兵
庫
２
９
０
１
（
兵

庫
１
９
２
１
、
姫
路
９
８

０
）、
奈
良
７
１
４
、
滋

賀
８
８
５
、
和
歌
山
４
９

８
。

　

移
転
登
録
は
大
阪
３
万

２
９
２
３
（
大
阪
８
８
７

０
、
な
に
わ
１
万
５
０
５

７
、
和
泉
８
９
９
６
）、

京
都
８
８
２
１
、
兵
庫
２

万
６
３
８
（
兵
庫
１
万
５

９
９
５
、
姫
路
４
６
４

３
）、
奈
良
４
７
２
８
、

滋
賀
５
１
５
１
、
和
歌
山

３
０
９
５
。

　

主
な
特

典
と
し
て

交
換
工
賃
や
バ
ラ
ン
ス
調

整
、
廃
タ
イ
ヤ
料
金
の
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
３
種
類

の
油
外
商
材
の
な
か
か
ら

選
べ
る
無
料
チ
ケ
ッ
ト
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ

る
。
な
か
で
も
「
選
べ
る

チ
ケ
ッ
ト
」
は
タ
イ
ヤ
交

換
、
パ
ン
ク
修
理
、
洗
車

　
【
高
島
市
＝
滋
賀
】
滋

賀
石
油
セ
ル
フ
今
津
店

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
系
＝
滋
賀

県
高
島
市
・
髙
谷
亮
店

長
）
は
今
月
か
ら
「
タ
イ

ヤ
大
商
談
会
」（
12
月
31

日
ま
で
）
を
開
催
中
。
購

入
者
に
は
「
３
大
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
が
あ
り
、
髙
谷
店

長
は
「
お
得
な
特
典
も
あ

る
の
で
、
販
売
本
数
を
増

や
し
て
い
き
た
い
」
と
期

待
す
る
。

機
上
級
コ
－
ス
の
な
か
か

ら
、
ユ
ー
ザ
ー
の
好
み
の

チ
ケ
ッ
ト
を
選
択
す
る
。

「
昨
年
初
め
て
取
り
入
れ

た
と
こ
ろ
、
お
客
さ
ま
そ

れ
ぞ
れ
好
み
に
合
う
も
の

を
選
べ
て
好
評
だ
っ
た
」

と
い
う
。

　

年
末
の
１
週
間
を
販
売

の
ピ
ー
ク
と
み
る
。「
現

時
点
の
販
売
本
数
は
予
定

通
り
。
今
年
は
値
上
げ
の

影
響
な
ど
で
販
売
が
厳
し

い
時
期
も
あ
っ
た
だ
け
に

年
末
商
戦
に
期
待
し
た

い
。
物
価
高
な
ど
の
影
響

で
消
費
者
も
厳
し
い
と
思

う
が
、
安
全
に
乗
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
適
正
な
交

換
を
勧
め
な
が
ら
、
目
標

本
数
を
ク
リ
ア
し
た
い
」

と
話
す
。

　
【
舞
鶴
市
＝
京
都
】
京
都
府
舞
鶴
市
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ

店
主
は
、
地
域
の
観
光
需
要
の
低
迷
を
危
ぐ
す
る
。
観
光
客
で

一
定
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
先
月
か
ら
一
転
、
今
月
は
交
通
量

が
大
き
く
減
少
。「
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
」
と
み
る
。

　

先
月
は
「
全
国
旅
行
支

援
」（
来
月
20
日
ま
で
）

を
利
用
し
た
観
光
客
が
多

く
、
大
型
バ
ス
も
行
き
交

う
な
ど
地
域
は
活
性
。
ガ

ソ
リ
ン
販
売
量
も
前
年
を

わ
ず
か
に
上
回
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
月
は
旅

行
支
援
の
期
間
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
先
月
の
に
ぎ

わ
い
が
う
そ
の
よ
う
に
交

通
量
が
ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ

た
。
販
売
枚
数
が
上
限
に

達
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
観
光
場
所
と
し
て
総

合
的
に
み
て
、
消
費
者
は

ほ
か
の
エ
リ
ア
を
選
択
し

て
い
る
と
思
う
」（
店
主
）。 　

さ
ら
に
「
市
内
の
有
名

な
観
光
エ
リ
ア
は
一
定
の

存
在
感
が
あ
る
も
の
の
、

中
心
部
の
商
店
街
が
閑
散

と
す
る
な
ど
年
々
、
地
域

の
活
気
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

の
が
消
費
者
に
も
伝
わ
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
」。
観

光
客
減
少
の
し
わ
寄
せ
で

Ｓ
Ｓ
の
苦
境
も
深
ま
り
つ

つ
あ
り
、
行
政
が
主
体
と

な
っ
た
早
期
の
改
善
が
求

め
ら
れ
る
。

　
【
神
戸
】
兵
庫
県
都
市

部
の
生
活
道
路
沿
い
の
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
固
定
客

の
高
齢
化
が
強
ま
る
な

ど
、
ガ
ソ
リ
ン
減
販
の
一

因
と
み
る
。
若
年
ド
ラ
イ

バ
ー
を
取
り
込
む
店
づ
く

り
を
課
題
に
あ
げ
な
が

ら
、
地
域
で
の
生
き
残
り

策
を
模
索
し
て
い
る
。

　

固
定
客
の
動
向
を
み
る

と
20
〜
30
歳
代
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
少
な
く
、
高
齢
者

と
主
婦
層
の
占
め
る
比
率

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。

「
も
と
も
と
地
域
密
着
色

が
強
い
と
は
い
え
、
価
格

以
外
の
面
で
若
年
層
が
競

合
他
店
に
流
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
」（
店
主
）

と
の
見
方
だ
。

　

こ
う
し
た
傾
向
に
加
え

「
近
年
は
顧
客
の
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
が
免
許
証
を
返

納
す
る
事
例
も
目
立
っ
て

き
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
固

定
客
減
少
に
拍
車
が
か
か

る
の
は
必
至
で
、
ガ
ソ
リ

ン
販
売
量
回
復
の
見
通
し

が
立
た
な
い
の
が
実
情
」

と
厳
し
い
見
解
を
示
す
。

　

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の

改
装
後
も
地
域
密
着
型
を

基
本
に
Ｓ
Ｓ
運
営
を
継
続

す
る
な
か
で
、
固
定
客
縮

小
に
対
す
る
危
機
感
を
強

め
る
。「
需
要
が
増
え
て

い
る
洗
車
な
ど
を
切
り
口

に
、
な
ん
と
か
幅
広
い
年

齢
層
を
集
客
、
固
定
化
で

き
る
体
制
が
構
築
で
き
れ

ば
」
と
し
て
い
る
。

　
【
大
阪
】
近
畿
市
場
で

は
、
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
店
の

閉
鎖
、
廃
業
に
と
も
な
い

近
隣
、
周
辺
の
既
存
Ｓ
Ｓ

が
顧
客
を
受
け
入
れ
る
事

例
が
増
え
て
い
る
。
地
域

住
民
や
企
業
、
自
治
体
な

ど
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
需
要

は
根
強
く
、
給
油
や
配
達

の
適
切
な
引
き
継
ぎ
が
求

め
ら
れ
そ
う
だ
。

　

郡
部
や
地
方
都
市
に
限

ら
ず
、
近
年
は
都
市
部
の

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
店
の
閉

鎖
、
廃
業
が
目
立
つ
。
閉

店
前
に
給
油
先
と
し
て
既

存
Ｓ
Ｓ
に
受
け
入
れ
を
依

頼
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

顧
客
に
不
便
が
な
い
ス
ム

ー
ズ
な
引
き
継
ぎ
が
慣
例

化
し
て
い
る
。

　

郡
部
で
も
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

主
導
の
市
場
環
境
下
、
と

く
に
灯
油
配
達
需
要
が
根

強
く
残
り
、
配
達
を
請
け

負
う
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
店
の

存
在
価
値
は
高
い
。
受
け

入
れ
た
Ｓ
Ｓ
店
主
は
「
予

想
以
上
に
灯
油
配
達
先
が

多
く
、
冬
季
の
販
売
量
と

収
益
が
大
幅
に
伸
び
た
」

と
い
う
。

　

一
方
、
都
市
部
で
も
廃

業
Ｓ
Ｓ
の
顧
客
を
受
け
入

れ
る
販
売
業
者
が
、
元
従

業
員
を
雇
用
す
る
事
例
も

あ
る
。「
Ｓ
Ｓ
の
人
手
不

足
が
深
刻
化
す
る
な
か

で
、
経
験
豊
富
な
人
材
が

確
保
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
」
と
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
店
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　
【
大
阪
】
新
車
の
納
車

遅
れ
が
い
ぜ
ん
深
刻
だ
。

今
年
か
ら
元
売
の
カ
ー
リ

ー
ス
を
始
め
た
大
阪
府
内

の
Ｓ
Ｓ
で
は
販
売
台
数
が

伸
び
悩
ん
で
お
り
、
店
主

は
「
新
車
不
足
に
よ
り
、

成
約
寸
前
で
商
機
を
逃
し

た
こ
と
も
あ
る
」
と
頭
を

抱
え
る
。

　

10
月
の
新
車
登
録
台
数

は
前
年
比
を
大
き
く
上
回

っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
に
は
い
ま
だ
戻

っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り

「
ま
だ
本
調
子
で
は
な

い
」
と
い
う
専
門
家
の
見

方
が
強
い
。
半
導
体
な
ど

の
部
品
不
足
が
大
き
な
要

因
と
い
わ
れ
、
と
く
に
国

内
の
遅
延
状
況
は
世
界
各

国
と
比
較
し
て
も
悪
い
と

み
ら
れ
る
。

　

納
車
遅
れ
は
車
種
に
よ

っ
て
差
が
あ
る
。
な
か
に

は
在
庫
が
あ
る
も
の
も
あ

る
が
、
納
車
待
ち
に
な
る

車
種
も
多
く
、
期
間
が
長

い
も
の
に
な
る
と
「
１
年

待
ち
」
と
い
う
状
態
。
そ

の
た
め
「
客
へ
の
提
案
が

難
し
い
」
と
い
う
。

　

客
と
の
や
り
取
り
で
は

「
そ
れ
な
り
の
費
用
を
払

っ
て
長
く
乗
る
前
提
で
あ

る
た
め
、
す
ぐ
に
納
車
で

き
る
か
ら
と
い
っ
て
簡
単

に
車
種
は
妥
協
し
な
い
。

希
望
す
る
車
種
が
半
年
、

１
年
待
ち
と
い
う
説
明
を

す
る
と
、
や
む
を
得
な
い

が
成
約
に
向
い
て
い
た
熱

が
一
気
に
冷
め
る
」。

　

さ
ら
に
、
消
費
者
の
カ

ー
リ
ー
ス
へ
の
関
心
に
つ

い
て
「
ほ
か
の
店
は
知
ら

な
い
が
、
こ
の
店
で
は
思

っ
た
ほ
ど
の
引
き
合
い
が

な
い
。
そ
ん
な
な
か
で
興

味
を
示
し
て
く
れ
た
貴
重

な
客
は
な
ん
と
か
確
保
し

た
い
が
、
モ
ノ
が
な
い
と

な
る
と
ど
う
し
て
い
い
も

の
か
」
と
話
す
。

　
【
舞
鶴
市
＝
京
都
】
年

末
か
ら
の
厳
冬
予
想
を
受

け
、
舞
鶴
市
の
フ
ル
サ
ー

ビ
ス
Ｓ
Ｓ
は
灯
油
商
戦
に

期
待
す
る
。
今
月
末
時
点

の
販
売
価
格
は
㍑
１
１
２

円
で
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

（
Ｈ
Ｃ
）
と
同
水
準
。「
価

格
差
が
少
な
い
状
態
が
続

け
ば
、
入
店
か
ら
給
油
終

了
ま
で
の
作
業
フ
ロ
ー
を

考
え
る
と
Ｓ
Ｓ
の
ほ
う
が

ス
ム
ー
ズ
」
と
話
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
価
格
面

で
仕
方
な
く
Ｈ
Ｃ
を
選
ぶ

傾
向
が
強
か
っ
た
。
今
後

は
Ｓ
Ｓ
に
流
れ
て
く
る
客

が
増
え
る
」
と
み
る
。
Ｈ

Ｃ
で
は
灯
油
コ
ー
ナ
ー
の

常
駐
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い

こ
と
も
多
く
、
呼
び
出
し

て
か
ら
給
油
ま
で
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
。

　

一
方
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
と

の
比
較
で
も
優
位
と
み
て

お
り
「
自
分
で
給
油
す
る

手
間
を
嫌
う
客
は
意
外
に

多
く
、
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

選
ぶ
人
が
増
え
る
は
ず
。

で
き
る
限
り
長
く
寒
い
日

が
続
き
、
増
販
に
期
待
し

た
い
」
と
い
う
。

近
畿
２
府
４
県

豊
中
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

滋
賀
石
油
セ
ル
フ
今
津
店

滋
賀
石
油
セ
ル
フ
今
津
店

「
旅
行
支
援
」も
今
月
交
通
量
激
変

観
光
需
要
低
迷
を
危
惧

観
光
需
要
低
迷
を
危
惧

舞鶴市フル

西
口
興
産
・
西
口
社
長
提
供
の
新
米

子
ど
も
・
若
者
支
援
団
体
に
寄
贈

子
ど
も
・
若
者
支
援
団
体
に
寄
贈

地
域
活
気
な
く
魅
力
減
退
？

「
１
年
待
ち
で
商
機
逃
し
た
」

納
車
遅
れ 

い
ぜん 

深
刻

大阪府内SS

理
事
会
・
支
部
長
合
同
会
議

収
益
向
上
で
未
来
投
資

大阪府石商

10
月
中
古
車
登
録
台
数

新
規 

9989 

移
転 

７
万
5356

厳冬予想で灯油に期待
「HC離れてフルSSへ」

舞鶴市内フル

３大特典で販売増へ３大特典で販売増へ
好評の「選べるお得チケット」好評の「選べるお得チケット」

タイヤ大商談会開催中タイヤ大商談会開催中

近 畿

根強いフルサービス需要根強いフルサービス需要
廃業SSの顧客受け入れ廃業SSの顧客受け入れ

若
年
取
り
込
む
店
づ
く
り

顧
客
高
齢
化
対
応
が
課
題

兵庫県フル

鴻野理事長

新
米
と
同
会
・
同
施
設
の
関
係
者

長谷川会長（左）が和田さん（右）に目録贈呈

大商談会のチラシ

③
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【
札
幌
】
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
「
若

年
層
と
の
意
思
疎
通
が
難
し

い
」
と
い
う
声
は
少
な
く
な

い
。
こ
れ
ら
は
「
言
葉
」
で
は

な
く
「
価
値
観
」
や
「
距
離

感
」を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

新
人
ス
タ
ッ
フ
が
奇
抜
な
髪

の
色
で
出
社
し
た
Ｓ
Ｓ
で
は
、

管
理
職
が
「
お
客
さ
ま
の
目
も

あ
る
」
と
そ
れ
と
な
く
指
導
を

入
れ
た
。
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
は

「
顧
客
の
反
応
は
い
い
」
と
屈

託
な
い
笑
顔
を
見
せ
た
。
指
導

の
つ
も
り
が
髪
の
色
を
褒
め
た

会
話
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
だ
。
髪
型
や
髪
の
色
を

自
由
に
し
て
い
る
Ｓ
Ｓ
も
め
ず

ら
し
く
な
い
た
め
、
同
ス
タ
ッ

フ
に
は
Ｓ
Ｓ
勤
務
に
違
和
感
な

い
色
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
場
合
に
「
常
識
の
範
囲
内

で
」
と
い
っ
て
も
常
識
や
価
値

観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
。
口

答
え
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
に
「
あ
あ
言
え
ば
こ
う
言

う
」
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も

め
ず
ら
し
く
な
い
。

　

別
の
Ｓ
Ｓ
経
営
者
は
「
若
年

層
向
け
の
教
え
方
が
分
か
ら
な

い
」
と
語
る
。
同
Ｓ
Ｓ
で
は
職

場
見
学
の
高
校
生
を
受
け
入
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
指
導
に
あ

た
る
社
員
と
年
齢
差
が
開
く
ほ

ど
難
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
だ
。

苦
慮
し
て
い
る
の
は
業
務
に
対

す
る
指
導
方
法
で
は
な
く
相
手

へ
の
距
離
感
。
指
導
に
あ
た
る

ス
タ
ッ
フ
は
声
の
大
き
さ
や
口

調
、
物
理
的
な
意
味
で
の
距
離

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
気
を

遣
う
。
事
例
は
「
若
年
層
」
に

限
定
し
た
が
、
こ
う
し
た
声
の

な
か
に
は
「
若
年
層
の
女
性
部

下
」「
高
齢
層
の
男
性
部
下
」

へ
の
対
応
も
多
い
。
部
下
に
対

す
る
指
導
に
は
配
慮
が
必
要
だ

が
、
過
分
に
な
る
と
壁
を
つ
く

る
原
因
に
も
な
り
か
ね
な
い
た

め
加
減
が
必
要
だ
。

　
【
札
幌
】
最
近
は
働
く

意
欲
を
持
つ
70
代
を
採
用

す
る
Ｓ
Ｓ
が
増
え
て
い
る

一
方
で
、
若
年
層
の
応
募

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
道

内
の
特
約
店
経
営
幹
部
は

「
高
齢
化
の
リ
ス
ク
」
を

指
摘
す
る
と
同
時
に
「
若

手
即
戦
力
」
確
保
の
難
し

さ
を
語
る
。

　

同
経
営
幹
部
が
指
摘
す

る
一
つ
め
の
リ
ス
ク
は

「
人
員
の
減
少
」
だ
。
同

社
の
年
齢
構
成
は
50
〜
60

代
が
多
く
、
定
年
退
職
に

よ
っ
て
一
度
に
ま
と
ま
っ

た
人
員
が
抜
け
る
可
能
性

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ベ

テ
ラ
ン
が
何
人
も
同
時
に

退
職
す
れ
ば
生
産
力
は
大

き
く
低
下
す
る
。

　

も
う
一
つ
の
リ
ス
ク
は

ス
タ
ッ
フ
の
健
康
不
安
。

同
社
で
は
本
社
の
社
員
も

危
険
物
乙
４
を
取
得
し
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

な
ど
で
勤
務
で
き
な
い
場

合
に
も
灯
油
配
送
に
対
応

で
き
る
体
制
が
あ
る
。
だ

が
年
齢
的
な
健
康
不
安
で

は
「
同
時
に
複
数
人
の
休

業
」「
休
み
の
長
期
化
」

な
ど
、
カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。

　

同
社
で
は
25
〜
40
歳
く

ら
い
の
人
員
強
化
を
図
り

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
求
め

る
の
は
「
即
戦
力
」
だ
。

と
く
に
灯
油
配
送
で
は
、

多
忙
を
極
め
る
シ
ー
ズ
ン

中
に
ス
タ
ッ
フ
育
成
は
困

難
な
こ
と
か
ら
経
験
者
を

望
ん
で
い
る
。「
働
き
盛

り
で
資
格
を
有
す
る
即
戦

力
と
あ
れ
ば
引
く
手
あ
ま

た
。
募
集
を
か
け
て
も
見

つ
か
ら
な
い
」
と
提
示
し

原
材
料
費
高
騰

受
け
価
格
改
定

ホ
ク
エ
イ
灯
油
・
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
関
連
全
製
品

　
【
札
幌
】
ホ
ク
エ
イ
（
本

社
札
幌
市
東
区
・
北
川
裕

二
社
長
）
は
、
灯
油
・
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
関
連
の
全
製
品
の

価
格
改
定
を
決
め
た
。

　

同
社
は
前
年
か
ら
続
く

鋼
材
や
塗
料
、
副
資
材
な

ど
の
原
材
料
費
高
騰
に
も

日
頃
の
生
産
・
業
務
の
効

率
化
で
製
品
の
価
格
維
持

に
努
め
て
き
た
。
だ
が
歯

止
め
が
利
か
な
い
物
価
上

昇
に
企
業
努
力
で
は
対
応

し
き
れ
ず
製
品
価
格
を
改

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
価
格
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関

連
全
製
品
が
12
月
１
日
、

灯
油
関
連
全
製
品
は
来
年

１
月
５
日
出
荷
分
か
ら
適

用
す
る
。
な
お
灯
油
関
連

全
製
品
の
旧
価
格
適
用
は

12
月
28
日
出
荷
分
ま
で
と

な
る
。

た
条
件
の
難
し
さ
を
口
に

す
る
。

　

現
状
、
同
社
で
は
業
務

に
見
合
っ
た
人
員
が
確
保

で
き
て
い
る
。
タ
イ
ヤ
交

換
や
灯
油
配
送
が
重
な
る

こ
の
時
期
「
毎
日
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に

繁
忙
期
が
通
り
過
ぎ
人
手

不
足
の
緊
迫
感
が
薄
れ

る
」
と
実
情
を
語
る
。
だ

が
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
、

手
が
足
り
る
現
段
階
で
の

人
材
の
確
保
・
育
成
を
考

え
て
い
る
。　

　

留
萌
管
内
販
売
業
者
は

「
地
域
内
の
車
の
保
有
台

数
こ
そ
減
少
し
た
印
象
は

な
い
が
、
移
動
距
離
と
稼

働
日
数
が
大
き
く
後
退
し

て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
。
地
方
で
は
〝
１
人
に

１
台
〞
と
い
う
時
代
に
な

っ
た
と
は
い
え
、
Ｈ
Ｖ

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
を

は
じ
め
と
す
る
低
燃
費
車

の
普
及
拡
大
も
人
口
減
や

高
齢
化
同
様
、
油
販
の
減

少
を
後
押
し
し
て
い
る
」

と
近
況
を
伝
え
る
。

　

平
日
こ
そ
、
通
勤
車
や

長
距
離
移
動
の
社
用
車
で

以
前
と
変
わ
ら
な
い
ニ
ー

ズ
は
あ
る
が
「
と
く
に
寂

し
く
な
っ
た
と
感
じ
る
の

は
土
曜
日
だ
」
と
前
出
業

者
は
話
す
。
土
日
の
週
休

２
日
制
が
一
般
的
に
な
っ

た
こ
と
に
加
え
て
、
か
つ

て
は
多
か
っ
た
日
曜
日
の

レ
ジ
ャ
ー
前
に
「
給
油
」

や
「
洗
車
」
に
立
ち
寄
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
も
減
少
し

て
い
る
。
高
齢
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
休
日
の
自
家
用

車
稼
働
機
会
が
減
少
し
た

こ
と
は
あ
る
が
、
現
在
居

住
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
も

ま
た
「
燃
費
が
伸
び
た
こ

と
で
残
量
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
、
休
日
は
近
隣
の

大
き
な
都
市
に
出
か
け
て

安
い
セ
ル
フ
で
給
油
す

る
。
こ
う
い
う
パ
タ
ー
ン

が
一
般
化
し
た
よ
う
だ
」

と
い
う
。

　

と
は
い
え
地
域
に
果
た

す
Ｓ
Ｓ
の
役
割
は
大
き

い
。
厳
し
い
冬
季
を
控
え

た
道
内
で
は
、
こ
れ
か
ら

灯
油
商
戦
が
本
格
稼
働
の

時
期
に
突
入
す
る
。「
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ

と
に
責
任
と
意
義
を
感
じ

て
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
。
今
後
も
そ
の
役
目
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
願
わ

く
ば
も
う
少
し
収
益
力
が

上
が
り
、
将
来
の
人
材
に

希
望
を
与
え
ら
れ
る
業
界

で
あ
れ
ば
」
と
本
音
を
の

ぞ
か
せ
る
。

　
【
札
幌
】
札
幌
市
内
の

Ｓ
Ｓ
で
は
タ
イ
ヤ
交
換
が

一
段
落
を
迎
え
て
い
る
。

業
界
で
は
交
換
依
頼
の
平

衡
化
を
図
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
繁
忙
期
は
11
月
中

こ
と
も
あ
る
。

　

札
幌
市
内
の
特
約
店
経

営
幹
部
は
「
顧
客
の
意
識

改
革
も
必
要
」
と
提
起
す

る
。
例
と
し
て
「
早
期
交

換
は
タ
イ
ヤ
の
溝
が
減

る
」
と
い
う
認
識
を
あ
げ

「
こ
う
し
た
意
識
が
早
期

交
換
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
。
１
〜
２
週
間
早
く
交

換
し
た
だ
け
で
は
、
溝
が

な
く
な
る
ほ
ど
す
り
減
る

こ
と
は
な
い
。
日
常
の
接

客
機
会
を
利
用
し
た
啓
発

も
大
切
だ
」
と
語
る
。
ま

た
タ
イ
ヤ
販
売
に
お
い
て

早
期
割
引
を
設
定
し
て

も
、
そ
の
時
期
に
買
い
替

え
の
必
要
性
に
気
づ
い
て

い
な
い
ユ
ー
ザ
ー
も
い

る
。
タ
イ
ヤ
を
持
ち
込
み

交
換
す
る
段
階
で
摩
耗
や

劣
化
が
判
明
し
、
ス
タ
ッ

フ
の
指
摘
を
受
け
て
タ
イ

ヤ
の
購
入
を
決
め
る
ド
ラ

イ
バ
ー
も
少
な
く
な
い
。

の
ん
び
り
構
え
る
顧
客
に

早
期
交
換
を
促
す
に
は
、

春
の
タ
イ
ヤ
交
換
時
な
ど

前
も
っ
て
買
い
替
え
の
時

期
を
知
ら
せ
て
お
く
こ
と

も
重
要
だ
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は

従
業
員
の
休
憩
や
休
日
の

確
保
が
目
的
で
も
あ
る
。

同
社
の
Ｓ
Ｓ
は
フ
ル
サ
ー

ビ
ス
や
ス
プ
リ
ッ
ト
も
多

く
、
給
油
要
員
も
必
要
な

た
め
タ
イ
ヤ
交
換
時
期
は

「
交
換
」
と
「
給
油
」
を

分
担
す
る
。
交
換
を
担
当

す
る
ス
タ
ッ
フ
は
Ｓ
Ｓ
の

規
模
に
も
よ
る
が
１
店
舗

２
〜
３
人
。
終
日
交
換
に

従
事
し
て
お
り
、
依
頼
が

集
中
す
れ
ば
食
事
の
時
間

も
削
ら
れ
て
し
ま
う
。
同

経
営
幹
部
は
「
あ
る
日
を

境
に
キ
レ
イ
に
分
散
す
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

ピ
ー
ク
を
な
だ
ら
か
に
す

る
た
め
に
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
」
と
見
解
を

示
す
。

　
【
札
幌
】
北
海
道
の
経

済
活
性
化
と
産
業
振
興
を

テ
ー
マ
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
を

目
指
す
「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
―
第
36
回
北
海
道
技

術
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」。

11
、
12
日
に
ア
ク
セ
ス
サ

ッ
ポ
ロ
で
開
催
さ
れ
、
リ

ア
ル
来
場
者
数
と
ウ
ェ
ブ

閲
覧
者
数
合
わ
せ
て
３
万

３
０
０
０
人
を
集
客
し
た

同
イ
ベ
ン
ト
に
、
宮
田
自

動
車
商
会
（
本
社
札
幌
市

中
央
区
・
宮
田
祐
市
社

長
）
は
今
年

初
め
て
出
展

を
果
た
し
た
（
写
真
）。

　

昨
年
創
業
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
同
社
で
は
今
年

４
月
に
「
新
事
業
推
進

室
」
を
立
ち
上
げ
、
新
た

な
分
野
で
商
機
の
開
拓
を

図
っ
て
い
る
。「
従
来
商

材
の
自
動
車
部
品
な
ど
は

既
存
事
業
と
し
て
維
持
し

つ
つ
、
北
海
道
の
産
業
を

守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
商

品
を
提
供
し
た
い
」
と
宮

田
社
長
。「
脱
炭
素
」
や

「
生
産
性
向
上
」
を
新
事

業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、
道
内
産
業
の
発
展
と

活
性
化
に
寄
与
す
る
商
品

を
展
示
し
た
。

　

な
か
で
も
注
目
を
集
め

た
の
は
、
Ｆ

ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

の
次
世
代
型

電
動
モ
ビ
リ

テ
ィ
「
Ｇ
Ｏ

Ｇ
Ｏ
！
Ｒ
」。

同
社
が
今
年

９
月
に
開
催

し
た
「
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ェ

ア
」
で
道
内

に
初
上
陸
し

た
同
機
種

は
、
脱
炭
素
社
会
に
も
貢

献
す
る
優
れ
も
の
。
北
海

道
を
支
え
る
産
業
と
し
て

今
後
の
さ
ら
な
る
成
長
が

期
待
さ
れ
る
観
光
分
野
と

の
親
和
性
も
高
く
「
観
光

で
北
海
道
を
訪
れ
る
方
に

利
用
し
て
も
ら
い
人
を
呼

び
込
む
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
も
貢
献
で
き
る
」

宮
田
自
動
車
商
会

　
【
帯
広
】
石
油
連
盟
石

油
シ
ス
テ
ム
推
進
室
（
谷

口
純
室
長
）
は
22
日
、
帯

広
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
全

道
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
住
設
関
係
者
ら
約

40
人
が
参
加
し
た
（
写

真
）。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
北
海
道
住
宅
新
聞
社

の
白
井
康
永
社
長
は
「
石

油
連
盟
と
共
催
の
全
道
住

宅
セ
ミ
ナ
ー
は
２
０
１
４

年
か
ら
開
始
し
、
今
回
で

８
回
目
を
迎
え
た
。
今
年

の
７
月
に
札
幌
で
実
施
し

十
勝
で
も
開
催
で
き
な
い

か
と
時
期
を
見
計
ら
い
、

11
月
下
旬
に
な
っ
た
が
実

現
で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
ま
た
も
同
セ
ミ
ナ

ー
は
「
石
油
を
大
切
に
使

う
」
が
テ
ー
マ
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
「
戦
争
な
ど

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高

騰
し
、
こ
の
よ
う
な
と
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使

う
と
い
う
意
味
を
し
み
じ

み
感
じ
る
。
多
様
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
な
か
で
石
油
の

利
点
は
、
比
較
的
安
全
な

か
た
ち
で
家
に
保
管
で
き

る
と
こ
ろ
。
そ
う
い
う
観

点
か
ら
も
最
新
の
石
油
機

器
を
み
な
さ
ん
の
目
で
確

か
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

は
じ
め
に
谷
口
室
長
が

「
今
後
10
〜
30
年
先
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
課
題
」
と

し
て
、
複
合
災
害
リ
ス
ク

と
石
油
の
安
定
供
給
に
向

け
た
取
り
組
み
や
石
油
業

界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
、
国
内
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
お
け
る
三
つ
の

命
題
と
対
策
な
ど
を
解
説

し
た
。
説
明
の
な
か
で

「
石
油
は
液
体
で
運
び
や

す
く
備
蓄
も
し
や
す
い
。

灯
油
の
一
大
需
要
地
で
あ

る
北
海
道
で
は
非
常
時
に

お
い
て
も
欠

か
せ
な
い
、

今
後
と
も
活

用
し
て
い
く

べ
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ

で
あ
る
」
と

訴
え
た
。

　

続
い
て
日

本
ガ
ス
石
油

機
器
工
業
会

の
野
澤
寛
氏

が
、
Ｃ
Ｎ
実
現
に
向
け
高

効
率
給
湯
器
の
普
及
拡
大

の
必
要
性
を
説
明
。
市
場

動
向
、
燃
料
価
格
比
較
な

ど
を
解
説
し
た
ほ
か
石
油

燃
焼
機
器
を
紹
介
し
た
。

ま
た
石
油
給
湯
器
の
購
入

　
【
釧
路
】
釧
路
市
場
で

は
市
況
の
停
滞
感
が
強
ま

り
「
実
の
あ
る
売
価
で
は

な
い
」
と
の
不
満
も
漏
れ

る
。
22
日
時
点
で
は
Ｐ
Ｂ

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
）
が
㍑
１
５
１
・
８
円

の
安
値
を
掲
出
し
て
い
る

の
を
先
頭
に
、
ほ
か
の
量

販
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
も
１
５
４

・
８
円
を
掲
出
。
系
列
セ

ル
フ
も
こ
の
価
格
に
肉
薄

す
る
１
５
５
円
が
目
立
つ

な
ど
、
競
争
熱
は
収
ま
る

気
配
を
み
せ
な
い
。

　

釧
路
市
内
特
約
店
幹
部

は
「
予
想
以
上
に
マ
ー
ジ

ン
は
低
迷
し
て
い
る
。
市

場
規
模
や
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
れ
ば
、
市
況
改
善

へ
と
歩
み
を
進
め
る
こ
と

が
急
務
だ
」
と
の
見
方
を

示
す
。
低
迷
に
あ
え
ぐ
釧

路
市
場
と
同
様
、
道
内
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
は
主
要
都
市

圏
域
で
セ
ル
フ
価
格
１
６

０
円
台
に
到
達
し
て
い
る

地
区
は
ご
く
一
部
で
あ

り
、
と
く
に
釧
路
や
帯
広

な
ど
の
道
東
太
平
洋
側
で

は
市
況
の
陥
没
が
際
立
っ

て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
沈
ん

だ
過
去
２
年
と
比
較
し

て
、
燃
料
油
販
売
量
は
回

復
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

３
年
前
の
水
準
ま
で
戻
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い

が
、
そ
れ
で
も
車
の
往
来

は
活
発
に
な
っ
て
お
り

「
だ
か
ら
こ
そ
、
安
値
は

も
っ
た
い
な
い
」
と
の
声

も
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
値
推
移
は
懸
案
材

料
の
一
つ
だ
が
、
マ
ー
ジ

ン
を
切
り
詰
め
て
ま
で
消

費
者
に
還
元
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
前
出
幹
部
は

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
ボ
リ
ュ

ー
ム
を
維
持
し
た
い
考
え

は
わ
か
る
が
、
そ
れ
で
利

益
が
出
せ
る
か
は
ま
た
別

の
話
だ
。
安
値
で
消
費
者

に
認
知
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｓ

は
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
安

売
り
す
る
必
要
は
な
い
」

と
断
じ
る
。

普
通
乗
用
車
・
軽
が

増
加
、
小
型
は
減
少

北
海
道
管
内
９
月

自
動
車
保
有
台
数

　
【
札
幌
】
北
海
道
運
輸

局
自
動
車
技
術
安
全
部
は

今
年
９
月
末
時
点
の
道
内

７
管
内
に
お
け
る
自
動
車

保
有
台
数
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
二
輪
・
軽

自
動
車
を
含
め
た
総
台
数

は
３
７
２
万
２
９
３
２
台

と
な
っ
た
＝
別
表
参
照
。

　

各
車
種
別
に
み
る
と
、

貨
物
用
は
41
万
３
７
０
２

台
で
前
年
同
月
比
１
０
０

・
５
％
と
大
幅
に
増
加
し

乗
合
用
は
１
万
２
７
５
０

台
で
97
・
３
％
と
減
少
と

な
っ
た
。
乗
用
は
普
通
車

が
95
万
２
９
６
１
台
で
１

０
１
・
４
％
と
増
加
し
た

一
方
、
小
型
車
は
92
万
８

８
９
２
台
で
97
・
５
％
と

減
少
し
た
。
ま
た
軽
乗
用

車
（
軽
二
輪
を
除
く
）
は

92
万
９
０
５
６
台
で
１
０

０
・
５
％
と
な
っ
た
。

　

管
内
別
乗
用
車
数
は
札

幌
が
94
万
１
７
９
台
、
函

館
は
14
万
１
９
９
９
台
、

旭
川
23
万
３
８
７
９
台
、

室
蘭
18
万
１
０
４
６
台
、

釧
路
12
万
４
９
７
１
台
、

帯
広
14
万
８
２
７
４
台
、

北
見
11
万
１
５
０
５
台
と

な
り
、
道
内
全
域
で
は
99

・
５
％
。

　

軽
乗
用
車
数
は
札
幌
が

40
万
３
１
８
５
台
、
函
館

は
９
万
６
５
０
６
台
、
旭

川
12
万
３
３
１
６
台
、
室

蘭
９
万
３
９
８
９
台
、
釧

路
６
万
９
１
６
１
台
、
帯

広
７
万
９
０
８
６
台
、
北

見
６
万
３
８
１
３
台
と
な

り
道
内
全
域
で
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　
【
帯
広
】
北
海
道
Ａ
ｐ

ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
会
（
荒
井
喜
和

会
長
）
と
出
光
興
産
北
海

道
支
店
（
紀
睦
支
店
長
）

主
催
の
「
第
14
回
北
海
道

出
光
こ
ど
も
お
絵
か
き
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
」
の

入
選
作
品
展
・
特
別
展

（
写
真
）。

　

同
展
は
北
海
道
内
在
住

の
小
学
生
を
対
象
に
し
た

も
の
で
、
低
学
年
は
「
笑

顔
の
チ
カ
ラ
」
高
学
年
は

「
北
海
道
で
活
躍
す
る
石

油
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
を

募
集
し
た
。
会
場
で
は
応

募
が
あ
っ
た
４
０
２
２
作

品
の
な
か
か
ら
入
選
し
た

86
作
品
を
公
開
。
ま
た
特

別
展
を
同
時
開
催
し
、
各

地
域
か
ら
応
募
が
あ
っ
た

作
品
24
〜
48
作
品
を
展
示

し
て
い
る
。

　

作
品
展
は
全
道
７
カ
所

で
行
わ
れ
、
帯
広
は
北

見
、
旭
川
に
続
き
３
カ
所

目
と
な
る
。
今
後
は
札

幌
、
釧
路
、
苫
小
牧
、
函

館
で
の
開
催
を
予
定
。

が
、
22
〜
27
日
ま
で
帯
広

市
内
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
帯
広
店
で
開
催
さ
れ
た

と
ま
さ
に
一
石
二
鳥
の
ア

イ
テ
ム
だ
。

　

そ
の
ほ
か
の
展
示
で
は

「
高
効
率
産
業
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
」
や
「
乾
燥
減
量
装

置
メ
ル
ト
キ
ン
グ
」
な
ど

脱
炭
素
を
後
押
し
す
る
製

品
が
目
を
ひ
い
た
。
こ
れ

ら
の
製
品
は
、
輸
入
総
代

理
店
で
あ
る
マ
ク
ニ
カ
と

道
内
で
の
専
属
契
約
を
結

ぶ
同
社
な
ら
で
は
の
展
示

で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
改
善
や
廃
棄
物
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
将
来
的
な
発
展

性
の
高
い
分
野
に
照
準
を

絞
っ
た
。
宮
田
社
長
は

「
こ
の
よ
う
な
展
示
会
に

参
加
す
る
こ
と
で
来
場
者

に
み
な
さ
ま
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
な
が
ら
、
今
後
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

動
機
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
公
開
し
、
高
効
率
機
器

採
用
に
は
販
売
業
者
か
ら

顧
客
へ
の
情
報
提
供
が
重

要
と
し
協
力
を
仰
い
だ
。

　

休
憩
時
間
を
兼
ね
た
展

示
会
に
先
が
け
、
機
器
メ

ー
カ
ー
６
社
（
コ
ロ
ナ
、

長
府
製
作
所
、
ノ
ー
リ

ツ
、
ダ
イ
ニ
チ
、
ト
ヨ
ト

ミ
、
ホ
ク
エ
イ
）
に
よ
る

最
新
石
油
機
器
の
紹
介
動

画
が
放
映
さ
れ
た
。
そ
の

な
か
か
ら
今
回
は
コ
ロ

ナ
、
長
府
製
作
所
、
ト
ヨ

ト
ミ
、
ホ
ク
エ
イ
の
４
社

が
会
場
に
実
物
を
展
示
し

た
。
ブ
ー
ス
で
は
各
社
の

担
当
者
が
機
器
の
説
明
に

あ
た
っ
た
。

　

特
別
講
演
は
「
大
工
育

成
の
取
組
」
を
テ
ー
マ

に
、
丸
三
ホ
ク
シ
ン
建
設

の
首
藤
一
弘
社
長
が
講

演
。
同
社
で
は
学
校
や
保

護
者
が
不
安
に
思
う
雇
用

形
態
を
変
え
よ
う
と
、
賃

金
を
月
給
制
に
し
て
社
会

保
険
を
適
用
し
た
。
さ
ら

に
変
形
労
働
時
間
制
と
有

給
休
暇
の
可
視
化
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
同
様
の
労
働

環
境
を
整
え
た
。
そ
の
よ

う
に
１
年
を
通
じ
て
雇
用

す
る
た
め
に
必
要
な
「
閑

散
期
の
リ
ス
ク
回
避
」
な

ど
、
資
料
や
写
真
を
交
え

て
取
り
組
み
を
語
っ
た
。

旬
に
集
中
し
が
ち
だ
。

　

平
衡
化
は
ピ
ー
ク
前
交

換
の
促
進
に
か
か
っ
て
お

り
、
多
く
の
Ｓ
Ｓ
が
「
早

期
交
換
特
典
」「
早
期
タ

イ
ヤ
販
売
割
引
」
な
ど
を

導
入
し
交
換
時
期
の
前
倒

し
を
図
る
。
ま
た
近
年
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
予

約
サ
イ
ト
が
、
繁
忙
期
の

分
散
に
一
役
買
っ
て
い

る
。
と
は
い
え
そ
の
年
の

気
温
や
初
雪
観
測
の
時
期

に
よ
り
依
頼
が
集
中
す
る

　
【
留
萌
】
道
内
で
は
一
部
の
自
治
体
を
除

き
、
多
く
が
前
年
比
で
人
口
減
少
に
陥
っ
て

い
る
。
地
域
の
高
齢
化
も
加
速
し
て
お
り
、

道
内
１
７
９
自
治
体
で
み
る
と
高
齢
化
率

（
人
口
に
対
す
る
65
歳
以
上
の
割
合
）
が
50

％
を
超
え
る
の
は
６
自
治
体
で
、
う
ち
２
自

治
体
で
は
後
期
高
齢
化
率
（
75
歳
以
上
の
割

合
）
が
30
％
を
超
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
郡

部
・
中
山
間
地
区
の
人
口
減
、
高
齢
化
は
深

刻
だ
。

人口減、高齢化深刻人口減、高齢化深刻

全道住宅セミナー開催
石連石油システム推進室

「石油を大切に使う」などテーマ

留萌管内

フ
ァ
ミ
リ
ー
層 

行
動
変
化
も

利
用
者 

少
な
く

な
っ
た 

土
曜
日

Ｓ

Ｓ

灯
油
配
達

〝
若
手
即
戦
力
〞確
保
の
難
し
さ

高
齢
化
リ
ス
ク

高
齢
化
リ
ス
ク 〝

顧
客
の
意
識
改
革
も
必
要
〞札幌市内SS

タ
イ
ヤ
交
換「
平
衡
化
図
る
」

タ
イ
ヤ
交
換「
平
衡
化
図
る
」

世
代
間

格
差
な
ど 

価
値
観
の
違
い
に
配
慮

「
若
年
層
と
意
思
疎
通
」

「
若
年
層
と
意
思
疎
通
」

停
滞
感
が
強
ま
る
市
況

釧
路
市
場 「
マ
ー
ジ
ン
低
迷
」

〝
脱
炭
素
〞〝
生
産
性
向
上
〞 キ
ー

ワ
ー
ド

「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」に
初
出
展

「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」に
初
出
展

北海道出光

こどもお絵かきコンテ
帯広で作品展

特別展 開く

2022年９月自動車保有車両数調べ 北海道運輸局自動車技術安全部管理課
管内別

車種別
札幌 函館 旭川 室蘭 釧路 帯広 北見 局計 前年同月計 前年同

月比

貨
物
用

普通 75,206 12,878 26,352 20,281 17,905 25,861 18,554 197,037 196,156 100.4%

小型 85,314 13,213 27,139 18,347 12,990 16,451 12,718 186,172 185,239 100.5%

被牽引 7,127 481 1,553 14,223 3,916 2,066 1,127 30,493 30,146 101.2%

計 167,647 26,572 55,044 52,851 34,811 44,378 32,399 413,702 411,541 100.5%

乗合 6,102 968 1,839 1,371 737 867 866 12,750 13,108 97.3%

乗
用

普通 486,763 67,051 118,088 87,159 62,412 74,233 57,255 952,961 939,482 101.4%

小型 453,416 74,948 115,791 93,887 62,559 74,041 54,250 928,892 952,414 97.5%

計 940,179 141,999 233,879 181,046 124,971 148,274 111,505 1,881,853 1,891,896 99.5%

特種（殊） 61,420 10,060 21,084 12,791 13,430 17,773 13,178 149,736 147,790 101.3%

登録車計 1,175,348 179,599 311,846 248,059 173,949 211,292 157,948 2,458,041 2,464,335 99.7%

小型二輪 33,035 4,622 9,512 5,646 4,283 4,934 4,575 66,607 64,140 103.8%

軽
自
動
車

貨物 91,215 28,388 41,433 28,127 21,782 26,751 24,798 262,494 258,684 101.5%

乗用 403,185 96,506 123,316 93,989 69,161 79,086 63,813 929,056 924,599 100.5%

特殊用途車 3,647 523 874 504 371 399 416 6,734 6,732 100.0%

計 498,047 125,417 165,623 122,620 91,314 106,236 89,027 1,198,284 1,190,105 100.7%

総計 1,706,430 309,638 486,981 376,325 269,546 322,462 251,550 3,722,932 3,718,490 100.1%

支局の割合 45.8% 8.3% 13.1% 10.1% 7.2% 8.7% 6.8% 100.0%



  

(５) 第２１４４６号 （第三種郵便物認可） 令和４年（２０２２年）１１月２９日 （火曜日）

　【勝央町＝岡
山】野 上 石 油
（出光系＝岡山
県勝央町・野上
和宏社長）は11

月16～18日の３

日間、職場体験
で地元中学生３

人を受け入れ
た。ＳＳの仕事
を知ってもらうとともに
〝地域（地元）に貢献す
る

〝

という同社の取り組
みの一環。勝央町立勝央
中学校２年生の山本一心
君と深草衣吹君、丸尾玲
哉君たちは、ともに勝間
田東ＳＳで汗を流した。
　運転免許を持たない３

人にとってＳＳは未知の
世界。「ガソリンを給油
するだけの場所」という
イメージがあったようだ
が「やることがたくさん
あって驚いた」と体験後

の感想を語る。また期間
中には災害時対応実地訓
練を見学、その規模の大
きさに驚いた様子。
　野上浩一専務は「最後
に〝ありがとう

〝

と言っ
てもらえる接客をするこ
とが大切」とＳＳ業務の
基本を語る。その他にも
窓拭きや洗車拭き上げの
手伝い、計量機の清掃や
チラシ配布を行った。同
社では今後もこうした取
り組みを通じて地域に貢
献していく。

　
【
美
馬
市
＝
徳
島
】
美

馬
市
の
地
場
Ｓ
Ｓ
は
、
今

月
中
旬
時
点
の
ガ
ソ
リ
ン

販
売
量
が
前
年
同
期
を
わ

ず
か
に
下
回
っ
た
。
あ
ら

ゆ
る
消
費
財
の
高
騰
を
受

け
、
地
元
客
が
車
で
の
移

動
を
控
え
る
傾
向
が
定
着

し
た
こ
と
が
一
因
と
み
て

い
る
。

　

店
主
は
「
週
１
回
に
ま

と
め
て
買
い
物
す
る
な

ど
、
車
で
の
外
出
を
抑
え

て
ガ
ソ
リ
ン
を
節
約
す
る

客
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

一
人
ひ
と
り
の
給
油
量
が

減
る
こ
と
で
、
じ
わ
じ
わ

と
減
販
に
な
っ
て
い
る
。

物
価
高
な
の
で
仕
方
な
い

が
、
こ
の
状
況
が
長
く
続

く
と
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に

な
る
」
と
話
す
。

　

一
方
、
全
国
旅
行
支
援

の
利
用
な
ど
で
観
光
客
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
他
府

県
ナ
ン
バ
ー
の
給
油
は
増

え
て
い
る
。「
地
元
客
へ

の
販
売
量
が
減
少
す
る
な

か
、
観
光
客
が
来
て
く
れ

る
の
は
あ
り
が
た
い
。
12

月
中
頃
ま
で
の
全
国
旅
行

支
援
の
期
間
は
、
一
定
数

は
増
え
る
の
で
は
」
と
期

待
す
る
。

　
【
松
江
】
松
江
市
場
で

は
、
合
成
燃
料
の
早
期
実

用
化
に
期
待
す
る
業
者

（
Ｓ
Ｓ
）
が
多
い
。
水
素

と
二
酸
化
炭
素
か
ら
つ
く

る
「
液
体
合
成
燃
料
」

は
、
内
燃
機
関
車
の
ガ
ソ

リ
ン
車
な
ど
に
使
用
で
き

る
と
と
も
に
、
既
存
の
供

給
施
設
を
活
用
で
き
る
点

で
有
利
。
脱
炭
素
化
が
進

む
な
か
で
、
早
期
実
用
化

に
向
け
た
道
筋
が
Ｓ
Ｓ
存

続
を
左
右
す
る
。

　

あ
る
特
約
店
経
営
者
は

「
合
成
燃
料
が
実
用
化
さ

れ
れ
ば
、
内
燃
機
関
車
の

製
造
や
販
売
が
続
き
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
Ｓ

Ｓ
の
存
在
意
義
が
残
る
。

期
待
値
の
高
い
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
」
と
評
価
す
る
。

製
造
コ
ス
ト
の
抑
制
や
製

品
の
安
定
供
給
な
ど
、
実

用
化
に
向
け
た
課
題
は
あ

る
が
、
既
存
の
Ｓ
Ｓ
施
設

を
活
用
で
き
る
点
で
期
待

が
上
回
っ
て
い
る
。

　

別
の
Ｓ
Ｓ
所
長
は
「
水

素
を
低
コ
ス
ト
で
製
造
す

る
新
た
な
技
術
開
発
も
進

ん
で
お
り
、
Ｓ
Ｓ
で
扱
う

商
材
と
し
て
現
実
的
な
選

択
肢
に
入
っ
て
い
る
」
と

指
摘
す
る
。
低
コ
ス
ト
で

の
水
素
製
造
技
術
の
開
発

は
世
界
各
地
で
行
わ
れ
、

日
本
国
内
の
大
手
商
社
や

自
動
車
部
品
製
造
メ
ー
カ

ー
も
注
目
。
２
０
３
０
年

　

広
島
市
内
の
Ｓ
Ｓ
関
係

者
は
「
朝
晩
は
冷
え
込
ん

で
き
た
た
め
在
庫
も
少
し

ず
つ
は
動
い
て
き
た
が
、

シ
ー
ズ
ン
本
番
と
言
う
に

は
程
遠
い
出
荷
状
況
が
続

い
て
い
る
」
と
話
す
。
他

で
も
同
様
の
声
が
多
く
、

昨
年
同
時
期
よ
り
鈍
い
。

　

他
方
、
広
島
市
北
部
の

高
齢
者
が
多
い
地
域
で
は

「
高
齢
者
は
寒
さ
に
敏
感

で
灯
油
暖
房
器
具
を
好
む

傾
向
が
あ
る
の
で
店
頭
も

配
達
も
例
年
通
り
堅
調
」

と
い
う
Ｓ
Ｓ
も
あ
る
。
だ

が
こ
う
し
た
Ｓ
Ｓ
は
全
体

の
一
部
だ
。

　

昨
今
は
電
気
料
金
が
高

騰
し
て
い
る
う
え
、
国
や

電
力
会
社
は
国
民
に
節
電

を
要
請
し
て
い
る
。
灯
油

販
売
に
は
追
い
風
と
言
え

る
が
、
こ
う
し
た
商
機
を

活
か
し
て
い
く
た
め
に
も

一
日
も
早
い
本
格
的
な
寒

さ
の
到
来
が
待
た
れ
る
。

　
【
須
崎
市
＝
高
知
】
沖

吉
石
油
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
系

＝
高
知
市
・
沖
吉
昭
彦
社

長
）
は
25
日
、
７
月
下
旬

か
ら
セ
ル
フ
改
装
工
事
を

進
め
て
い
た
、
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｊ

ｅ
ｔ
須
崎
Ｓ
Ｓ
（
高
知
県

須
崎
市
・
松
村
健
太
朗
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

24
日
に
挙
行
し
た
開
所

式
に
は
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
大

阪
第
１
支
店
の
二
色
友
一

郎
副
支
店
長
、
タ
ツ
ノ
中

四
国
支
店
の
柴
田
貴
章
支

店
長
、
エ
ム
ケ
ー
精
工
四

国
支
店
の
池
内
英
晃
支
店

長
、
モ
ノ
プ
ラ
ン
の
田
中

正
臣
社
長
ら
多
数
の
来
賓

が
参
列
し
、
厳
か
に
神
事

が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
二
色

副
支
店
長
が
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
声
が
高

ま
り
石
油
需
要
が
減
る
な

か
で
、
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｊ
ｅ
ｔ
に

変
え
る
大
英
断
を
さ
れ
た

沖
吉
社
長
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
当
Ｓ
Ｓ
は
、
燃
料

油
供
給
拠
点
、
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ま
で
に
は
、
製
造
コ
ス
ト

が
10
分
の
１
ま
で
下
が
る

展
望
も
あ
る
。

　

水
素
の
コ
ス
ト
が
下
が

れ
ば
、
合
成
燃
料
の
実
用

化
と
普
及
の
ハ
ー
ド
ル
は

低
く
な
る
。
Ｓ
Ｓ
販
売
業

界
に
と
っ
て
も
脱
炭
素
社

会
に
お
い
て
切
り
札
的
な

存
在
だ
が
、
実
用
化
ま
で

に
Ｓ
Ｓ
網
を
維
持
で
き
る

か
が
課
題
。
先
の
所
長
は

「
Ｓ
Ｓ
の
収
益
力
は
低
下

し
設
備
の
老
朽
化
も
進
ん

で
い
る
の
で
、
合
成
燃
料

開
発
に
は
全
力
で
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」と
訴
え
る
。

ー
ビ
ス
の
三
つ
の
性
格
を

持
つ
、
Ｓ
Ｓ
の
生
活
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
具
現

化
す
る
Ｓ
Ｓ
に
な
る
と
期

待
し
て
い
る
。
広
い
高
知

県
須
崎
市
で
、
み
な
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
に
な
る

こ
と
を
切
に
希
望
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

祝
電
披
露
に
続
い
て
沖

吉
社
長
が
参
列
者
と
工
事

関
係
者
へ
の
御
礼
と
、
高

校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
久

礼
八
幡
宮
の
若
瀬
一
彦
宮

司
、
同
社
で
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
務
め
る
渡
辺
愛
二

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

松
村
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
う
え

で
「
み
な
さ
ま
の
お
か
げ

で
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
ド
が

で
き
た
の
で
、
携
わ
っ
た

み
な
さ
ま
に
誇
ら
し
い
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
わ
れ
わ
れ
が
バ
ト
ン

を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
。
弊
社
は
１
９
２
５
年

に
須
崎
の
地
で
創
立
し
、

今
年
で
97
年
を
迎
え
る
。

こ
の
Ｓ
Ｓ
を
起
点
に
次
の

１
０
０
年
を
つ
く
る
た
め

に
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て

良
い
Ｓ
Ｓ
に
し
て
い
き
た

い
」
と
施
主
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

　

続
い
て
沖
吉
社
長
、
二

色
副
支
店
長
、
渡
辺
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
ら
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
、
従
来
の

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
か
ら

生
ま
れ
変
わ
っ
た
Ｅ
ｎ
ｅ

Ｊ
ｅ
ｔ
須
崎
Ｓ
Ｓ
の
新
た

な
出
発
を
祝
し
た
。

　

◎
施
設
概
要
▽
敷
地
面

積
＝
約
１
２
７
６
平
方
㍍

▽
地
下
タ
ン
ク
＝
レ
ギ
ュ

ラ
ー
48
♂
、
ハ
イ
オ
ク
８

♂
、
軽
油
24
♂
、
灯
油
16

♂
▽
計
量
機
＝
マ
ル
チ
３

基
、
灯
油
ダ
ブ
ル
１
基

（
タ
ツ
ノ
）
▽
洗
車
機
＝

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
型
１
台

（
エ
ム
ケ
ー
精
工
）
▽
Ｐ

Ｏ
Ｓ
＝
コ
モ
タ
▽
営
業
時

間
＝
午
前
６
〜
午
後
11
時

▽
屋
根
付
き
拭
き
上
げ
場

＝
４
台
。

　
【
広
島
】
広
島
市
場
で
は
「
灯
油
商
戦
の

出
足
が
鈍
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
温

暖
な
気
候
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
み

ら
れ
る
。
11
月
下
旬
を
迎
え
て
も
昼
間
の
気

温
は
20
度
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
体
を
動

か
せ
ば
汗
ば
む
ほ
ど
。
例
年
に
く
ら
べ
て
寒

く
な
る
時
期
が
遅
れ
て
い
る
。

　
【
広
島
】
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｉ
セ
ル
フ
長
束
Ｓ
Ｓ
（
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
系
＝
広
島
市
安

佐
南
区
・
中
村
慎
一
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）
は
、
10
月
か

ら
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
洗
車

機
を
新
た
に
導
入
、
洗
車

実
績
が
上
向
い
て
い
る
。

　

以
前
の
門
型
よ
り
オ
プ

シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富

　
【
久
万
高
原
町
＝
愛
媛
】

久
万
高
原
町
に
は
柳
谷
地

区
と
面
河
地
区
に
Ｓ
Ｓ
が

な
く
、
久
万
地
区
７
カ

所
、
美
川
地
区
２
カ
所
計

９
カ
所
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス

Ｓ
Ｓ
が
営
業
し
て
い
る
。

し
か
し
営
業
中
の
Ｓ
Ｓ
は

に
な
っ
た
こ
と
が
最
大
の

変
化
。
ガ
ラ
ス
系
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
高
圧
ホ
イ
ー
ル

洗
浄
な
ど
の
新
機
能
が
好

評
で
台
単
価
が
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

　

今
回
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を

掘
り
返
し
て
下
部
洗
浄
設

備
も
埋
設
し
た
。「
凍
結

防
止
剤
を
散
布
す
る
冬
場

日
曜
日
を
定
休
日
に
し
て

い
る
た
め
に
、
週
末
に
観

光
や
ツ
ー
リ
ン
グ
で
訪
れ

る
顧
客
が
給
油
に
困
る
た

め
日
曜
営
業
を
求
め
る
声

が
出
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
ど
久
万
町
民
館

で
行
わ
れ
た
「
Ｓ
Ｓ
過
疎

に
向
け
て
下
部
洗
浄
機
能

も
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、

年
末
商
戦
に
向
け
て
洗
車

の
台
数
を
さ

ら
に
伸
ば
し

て
い
き
た

い
」
と
中
村

マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
意
欲
的

に
話
す
。

地
対
策
計
画
策
定
委
員

会
」
の
中
で
、
出
席
し
た

委
員
か
ら
「
久
万
高
原
の

Ｓ
Ｓ
で
給
油
し
て
、
地
域

の
Ｓ
Ｓ
を
守
る
意
識
を
持

つ
こ
と
が
肝
要
。
そ
の
た

め
に
は
〝
日
曜
日
は
ど
の

店
も
や
っ
て
い
な
い
〞
は

良
く
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
た
。

　

他
の
委
員
も
「
以
前
か

ら
県
外
の
観
光
客
か
ら

〝
開
い
て
い
る
Ｓ
Ｓ
は
な

い
か
〞
と
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
」
と
話
す
。
町
内
Ｓ

Ｓ
の
多
く
が
日
曜
を
全
休

と
し
て
い
る
が
、
久
万
地

区
の
系
列
Ｓ
Ｓ
は
第
２
、

３
週
の
日
曜
に
事
実
上
の

輪
番
営
業
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
第
１
と
第
４

〜
５
日
曜
は
、
す
べ
て
の

Ｓ
Ｓ
が
休
業
し
て
い
る
。

　

地
元
業
者
の
委
員
は

「
松
山
に
行
け
ば
週
末
値

引
き
が
あ
り
安
い
の
で
、

多
く
の
自
動
車
は
素
通
り

す
る
。
ツ
ー
リ
ン
グ
客
が

給
油
に
来
て
も
、
１
台
あ

た
り
の
給
油
量
は
５
〜
６

㍑
。
店
を
開
け
れ
ば
バ
イ

ク
数
台
が
来
る
だ
ろ
う

が
、
１
日
数
十
㍑
で
は
採

算
が
合
わ
な
い
」
と
日
曜

営
業
に
否
定
的
な
声
を
あ

げ
る
。

　

広
大
な
面
積
の
久
万
高

原
で
日
曜
に
営
業
す
る
Ｓ

Ｓ
が
な
い
こ
と
は
、
他
府

県
や
他
地
域
の
顧
客
に
と

っ
て
利
便
性
が
悪
い
こ
と

は
明
ら
か
だ
。
し
か
し
営

業
す
れ
ば
赤
字
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
従
来
通
り
定
休
を
継

続
す
る
こ
と
が
賢
明
な
判

断
だ
ろ
う
。

　
【
広
島
】
広
島
県
西
部

市
場
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
ピ
ッ
ト
作
業
の

予
約
が
入
る
事
例
が
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
。

　

予
約
の
入
り
口
は
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

や
元
売
ア
プ
リ
、
自
社
サ

イ
ト
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ク
ラ

ウ
ド
型
順
番
待
ち
予
約
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

だ
が
〝
何
を
す
る
に
も
ま

ず
ネ
ッ
ト
〞
の
時
代
を
反

映
し
て
い
る
。

　

広
島
市
郊
外
の
あ
る
Ｓ

Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
車

検
や
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
中

心
に
ネ
ッ
ト
予
約
が
少
し

ず
つ
伸
び
て
い
る
」
と
話

す
。
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ

た
り
ウ
ェ
ブ
割
引
が
あ
っ

た
り
と
、
ネ
ッ
ト
予
約
な

ら
で
は
の
特
典
が
盛
り
だ

く
さ
ん
な
こ
と
も
後
押
し

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

別
の
Ｓ
Ｓ
所
長
は
「
車

検
の
場
合
は
実
際
に
来
店

し
て
も
ら
い

事
前
に
打
ち

合
わ
せ
を
す

る
こ
と
が
必

要
に
な
る

が
、
最
初
の

一
歩
と
し
て

は
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
申
し

込
む
と
い
う
方
法
が
ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
は
手
軽
で

便
利
な
の
だ
ろ
う
」
と
み

て
い
る
。
予
約
が
入
れ
ば

前
も
っ
て
準
備
を
整
え
対

応
し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ

ト
も
Ｓ
Ｓ
側
に
は
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
で
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
新
た

な
予
約
に
つ
な
が
る
好
循

環
を
生
み
出
し
て
い
る
Ｓ

Ｓ
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は

「
リ
ア
ル
」
だ
け
で
な
く

「
ネ
ッ
ト
」
で
の
対
応
も

重
要
性
を
増
し
て
い
き
そ

う
だ
。

　
【
山
口
】
山
口
市
場
で

は
、
賃
上
げ
に
難
色
を
示

す
業
者
（
Ｓ
Ｓ
）
が
多

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
反
動
で

前
年
比
で
は
増
収
増
益
に

向
か
っ
て
い
る
が
、
脱
炭

素
化
を
巡
る
動
き
や
国
際

情
勢
の
悪
化
な
ど
で
先
行

き
不
透
明
感
が
拡
大
。
経

営
状
況
を
圧
迫
し
か
ね
な

い
賃
上
げ
は
控
え
、
雇
用

の
維
持
を
最
優
先
に
取
り

組
む
判
断
が
目
立
つ
。

　

あ
る
特
約
店
幹
部
は

「
業
界
の
将
来
性
や
社
会

の
流
れ
を
考
慮
す
る
と
、

な
か
な
か
賃
上
げ
に
踏
み

切
れ
な
い
」
と
明
か
す
。

会
社
の
持
続
的
発
展
や
生

産
性
向
上
の
た
め
に
は
、

賃
上
げ
が
必
須
。
光
熱
費

の
値
上
げ
や
物
価
上
昇
な

ど
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
が
色

濃
く
な
っ
て
お
り
、
従
業

員
の
生
活
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

先
の
幹
部
は
「
従
業
員

の
雇
用
を
維
持
し
続
け
る

た
め
に
も
、
賃
上
げ
は
慎

重
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
言
い
切
る
。
仮
に
経
営

状
況
が
悪
化
し
た
と
し
て

も
、
従
業
員
の
取
得
カ
ッ

ト
や
雇
い
止
め
は
容
易
で

は
な
い
。
脱
炭
素
で
燃
料

油
需
要
が
大
き
く
減
少
す

る
可
能
性
が
、
賃
上
げ
の

判
断
を
鈍
ら
せ
て
い
る
。

　

別
の
Ｓ
Ｓ
所
長
は
「
人

手
不
足
解
消
の
た
め
に

も
、
賃
上
げ
は
必
要
だ
」

と
話
す
。
燃
料
油
需
要
の

減
少
を
見
据
え
、
Ｓ
Ｓ
の

多
角
化
は
進
ん
だ
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
負
担
も
増
加
す

る
一
途
。
同
所
長
は
「
人

材
の
獲
得
競
争
を
勝
ち
抜

き
Ｓ
Ｓ
が
生
き
残
る
た
め

に
は
、
賃
上
げ
と
雇
用
維

持
の
両
立
を
目
指
す
し
か

な
い
」と
先
を
見
据
え
る
。

　
【
広
島
】
中
国
運
輸
局

自
動
車
技
術
安
全
部
は
令

和
４
年
９
月
の
新
車
登
録

・
届
出
状
況
を
ま
と
め
た

＝
別
表
参
照
。
二
輪
を
含

め
た
総
台
数
は
２
万
９
０

５
５
台
で
、
前
年
同
月
の

２
万
３
０
３
０
台
か
ら
１

２
６
・
２
％
と
増
加
し

た
。
足
元
の
生
産
状
況
が

改
善
し
、
新
車
の
供
給
が

安
定
に
向
か
っ
た
こ
と

で
、
１
年
３
カ
月
ぶ
り
に

前
年
同
月
を
上
回
っ
た
。

　

車
種
別
で
は
、
普
通
と

小
型
を
あ
わ
せ
た
乗
用
合

計
で
１
万
３
３
１
５
台
、

前
年
同
月
の
１
万
２
３
４

台
に
く
ら
べ
て
１
３
０
・

１
％
と
大
き
く
伸
長
。
全

国
合
計
の
１
２
４
・
９
％

に
対
し
、
中
国
地
方
の
好

調
ぶ
り
が
際
立
っ
た
。
貨

物
や
乗
合
、
軽
自
動
車
二

輪
な
ど
は
前
年
同
月
を
下

回
っ
た
も
の
の
、
多
く
の

車
種
で
需
要
が
盛
り
上
が

り
全
体
を
押
し
上
げ
た
。

　

全
県
で
前
年
同
月
を
大

き
く
上
回
り
、
回
復
ぶ
り

が
顕
著
と
な
っ
た
。
広
島

県
は
１
万
６
２
９
台
（
１

２
７
・
２
％
）、
岡
山
県

は
７
４
４
９
台
（
１
２
３

・
２
％
）、
山
口
県
は
５

５
６
９
台
（
１
２
４
・
２

％
）、
島
根
県
は
３
０
５

個
人
消
費
上
方
修
正

求
人
18
カ
月
連
続
増

四
国
経
済
９
月

経
産
局
調
べ

　
【
高
松
】
四
国
経
済
産

業
局
が
先
頃
発
表
し
た
四

国
地
域
の
経
済
動
向
に
よ

る
と
、
８
月
の
基
調
判
断

は
「
持
ち
直
し
の
動
き
に

足
踏
み
感
が
み
ら
れ
る
」

で
据
え
置
か
れ
た
。
生
産

の
基
調
判
断
は
「
一
進
一

退
で
推
移
し
て
い
る
」
で

据
え
置
か
れ
た
。
鉱
工
業

指
数
は
前
月
比
で
生
産
と

出
荷
は
２
カ
月
ぶ
り
の
低

下
、
在
庫
は
４
カ
月
連
続

の
上
昇
、
在
庫
率
は
６
カ

月
ぶ
り
に
低
下
し
た
。

　

個
人
消
費
の
基
調
判
断

は
「
持
ち
直
し
の
動
き
」

に
上
方
修
正
さ
れ
た
。
乗

用
車
新
車
新
規
登
録
・
届

出
台
数
は
前
年
同
月
比
31

・
０
％
増
の
９
８
１
６

台
。
普
通
乗
用
車
が
同
29

・
２
％
増
、
小
型
乗
用
車

が
同
34
・
４
％
増
、
軽
乗

用
車
が
同
30
・
８
％
増
と

な
っ
た
。

　

公
共
工
事
の
基
調
判
断

は
「
減
少
の
動
き
」
で
据

え
置
か
れ
た
。
９
月
の
請

負
金
額
が
６
５
７
億
円
で

前
年
同
月
比
６
・
８
％
減

と
２
カ
月
連
続
で
前
年
同

月
を
下
回
っ
た
。
設
備
投

資
の
基
調
判
断
は
「
前
年

度
を
下
回
る
見
込
み
」
で

据
え
置
か
れ
た
。
令
和
４

年
度
の
設
備
投
資
計
画
は

前
年
度
比
１
・
５
％
減

で
、
業
種
別
で
は
製
造
業

が
前
年
度
比
７
・
７
％

減
、
非
製
造
業
が
同
７
・

２
％
増
。

　

雇
用
の
基
調
判
断
は

「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て

い
る
」
で
据
え
置
か
れ

た
。
有
効
求
人
倍
率
が
１

・
40
倍
で
４
カ
月
連
続
上

昇
し
た
。
一
般
新
規
求
人

数
は
全
体
で
前
年
同
月
比

５
・
８
％
増
と
18
カ
月
連

続
で
前
年
同
月
を
上
回
っ

た
。
企
業
倒
産
の
基
調
判

断
は
「
落
ち
着
い
た
動

き
」
で
据
え
置
き
。
倒
産

件
数
は
前
年
同
月
比
41
・

７
％
減
の
７
件
で
、
負
債

総
額
は
同
87
・
１
％
減
の

９
億
円
と
４
カ
月
連
続
で

前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

５
台
（
１
３
０
・
４
％
）、

鳥
取
県
は
２
３
５
３
台

（
１
３
０
・
６
％
）。
前

年
同
月
比
で
２
割
か
ら
３

割
増
と
な
り
、
活
況
だ
っ

た
。

　

新
車
登
録
数
が
大
き
く

伸
び
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

反
動
増
と
の
見
方
が
大
勢

だ
。
半
導
体
な
ど
深
刻
な

部
品
不
足
は
徐
々
に
解
消

に
向
か
い
、
国
内
の
新
車

生
産
状
況
も
一
時
の
低
空

飛
行
か
ら
は
脱
却
。
今
後

は
、
買
い
替
え
を
控
え
て

い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
乗
り

換
え
需
要
も
盛
り
上
が
る

見
通
し
で
、
店
頭
で
の
車

販
強
化
の
取
り
組
み
が
肝

要
だ
。

　
【
徳
島
】
徳
島
県
内

の
地
場
フ
ル
サ
ー
ビ
ス

Ｓ
Ｓ
店
主
は
近
年
、
客

と
の
付
き
合
い
に
変
化

を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
「
人
同
士
の
つ

な
が
り
」
の
よ
う
な
感

覚
が
薄
れ
「
損
得
勘

定
」
だ
け
が
重
視
さ
れ

「
商
売
の
楽
し
さ
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
も
時
代
の
流
れ
な

の
か
」
と
首
を
か
し
げ

る
。

　

以
前
は
給
油
客
と
の

何
気
な
い
会
話
も
多

く
、
年
末
な
ど
は
固
定

客
に
タ
オ
ル
や
カ
レ
ン

ダ
ー
を
贈
り
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
い

た
。
し
か
し
最
近
は
、

会
話
を
し
な
い
客
も
増

え
、
粗
品
を
贈
っ
て
も

「
こ
れ
無
料
な
ん
で
し

ょ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

店
主
は
「
地
域
の
Ｓ

Ｓ
と
し
て
、

地
域
の
役
に

立
ち
愛
さ
れ

る
存
在
で
あ

り
た
い
が
、

単
に
ガ
ソ
リ

ン
を
売
買
す

る
だ
け
の
関

係
で
、
客
は

そ
の
よ
う
な

つ
な
が
り
を

望
ん
で
い
な

い
の
だ
ろ
う

か
。
商
売
人

と
し
て
は
寂

し
い
気
も
す

る
が
、
会
社

勤
め
の
人
で

も
社
内
の
人

間
関
係
が
希

薄
に
な
る
時

代
だ
か
ら
、
や
む
を
得

な
い
の
だ
ろ
う
」
と
話

し
て
い
る
。

徳
島
県
内

地
場
フ
ル

地
元
中
学
生
が
職
場
体
験

賃
金
増
阻
む
先
行
き
不
透
明
感

野上石油野上石油

二色副支店長

沖吉社長

ＳＳ全景

職
場
体
験
の
中
学
生

稼働中の新型
ＤＴ洗車機

山
口
市
場

2022年９月新車登録・届出状況 （中国運輸局 自動車技術安全部）
県別

車種別
広　島 福　山 広島県 鳥取県 島根県 岡山県 山口県 中　国

前年同月
中 国 計

前　年
同月比 全　国 前年同月

全 国 計
前　年
同月比

貨

物

普 通 105 45 150 49 39 157 82 477 674 70.8% 9,184 11,588 79.3%

小 型 272 87 359 45 52 248 166 870 1,069 81.4% 16,335 18,525 88.2%

被牽引 3 2 5 1 2 17 4 29 31 93.5% 825 893 92.4%

計 380 134 514 95 93 422 252 1,376 1,774 77.6% 26,344 31,006 85.0%

乗 合 8 0 8 3 0 4 4 19 20 95.0% 423 471 89.8%

乗

用

普 通 2,539 806 3,345 590 698 1,961 1,511 8,105 6,425 126.1% 134,108 108,724 123.3%

小 型 1,476 617 2,093 370 455 1,250 1,042 5,210 3,809 136.8% 77,311 60,542 127.7%

計 4,015 1,423 5,438 960 1,153 3,211 2,553 13,315 10,234 130.1% 211,419 169,266 124.9%

特種（殊） 79 19 98 29 33 75 71 306 432 70.8% 6,089 6,858 88.8%

登録車計 4,482 1,576 6,058 1,087 1,279 3,712 2,880 15,016 12,460 120.5% 244,275 207,601 117.7%

小型二輪 180 50 230 32 34 145 113 554 392 141.3% 9,970 7,849 127.0%

軽
自
動
車

貨 物 678 332 1,010 377 511 845 666 3,409 2,094 162.8% 39,805 25,708 154.8%

乗 用 2,171 1,008 3,179 842 1,203 2,666 1,846 9,736 7,627 127.7% 113,316 87,240 129.9%

計 2,849 1,340 4,189 1,219 1,714 3,511 2,512 13,145 9,721 135.2% 153,121 112,948 135.6%

二 輪 123 29 152 15 28 81 64 340 457 74.4%

総 計 7,634 2,995 10,629 2,353 3,055 7,449 5,569 29,055 23,030 126.2%

前年同月総計 6,054 2,299 8,353 1,802 2,343 6,047 4,485 23,030 

対前年同月比 126.1% 130.3% 127.2% 130.6% 130.4% 123.2% 124.2% 126.2%

ネ
ッ
ト
予
約
で
ピ
ッ
ト
入
庫

商売人の楽しさ消える 客と付き合い薄く

広島市場

11
月
の
温
暖
気
候
災
い
に

灯
油
商
戦
、出
足
は
低
調

灯
油
商
戦
、出
足
は
低
調

「
Ｓ
Ｓ
の
存
在
意
義
残
る
」

松江市場

合
成
燃
料
に
期
待

合
成
燃
料
に
期
待

EneJet須崎SSを開所
沖吉石油

次の100年つくる起点に次の100年つくる起点に

Ｓ
Ｓ
日
曜
営
業
求
め
る
も

採
算
見
合
わ
ず
否
定
的
愛 媛 県
久万高原町

Ｄ
Ｔ
洗
車
機
を
新
規
導
入

単
価
が
向
上

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

セ
ル
フ
長
束
Ｓ
Ｓ

美
馬
市
内 

物
価
高
の
影
響
色
濃
く

強
ま
る
ガ
ソ
リ
ン
節
約

買い物は
週１回も

ピット作業

広
島
県

西
部
市
場 
ネ
ッ
ト
予
約
漸
増

車
検
や
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

運輸局調べ

９
月
全
県
で
大
き
く
伸
長

中
国
地
方 

新
車
登
録
・
届
出
台
数



第２１４４６号 （第三種郵便物認可） 令和４年（２０２２年）１１月２９日 （火曜日） (   6   )

　１位を取ることができ、本当にうれしかっ
たです。陣内部長をはじめ、先輩方に指導し
ていただいたおかげなので本当に感謝してい
ます。お客さま目線に立ち、お客さまのライ
フスタイルに合わせた接客・コミュニケーシ
ョンをとくに意識しました。専門知識や車の
知識がない人にもわかりやすく、表情をつけ
て、言葉に感情を込めた話し方にとても苦労
しました。コンテストで自信につながり、と
ても良いモチベーションになりました。この
経験を生かして、自分のファンができるよう
に日々の接客を頑張っていきます。

　今回３年ぶりに開催されたコンテスト
で、私が出場したのはENEOSカーリース
部門でした。初めてのコンテストで不安
ばかりでしたが、上司のアドバイスやＳ
Ｓの仲間たちが毎日練習に付き合ってく
れました。Dr.Driveセルフ常滑店のみな
さん、本当にありがとうございます。コ
ンテストを通じて多くを学びました。今
後は培った知識を生かし、自信を持って
お客さまに提案し、またほかの仲間たち
にもアドバイスをしていけたらなと思い
ます。

　

平
素
は
弊
社
グ
ル
ー
プ
の
製
品

な
ら
び
に
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
・
提

供
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
、
コ
ン
テ
ス
ト
決
勝
大
会

に
勝
ち
残
っ
た
18
人
の
選
手
の
み

な
さ
ま
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
た
特
約
店
や
応
援
者
の
み
な
さ

ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

実
に
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、
テ
ー
マ
は

お
客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
、
的
確
で
納
得
感

の
あ
る
カ
ー

メ
ン
テ
商
品

と
固
定
化
ツ

ー
ル
、
カ
ー

リ
ー
ス
の
ご

提
案
で
あ
り

ま
す
。
従
来

の
コ
ン
テ
ス

ト
と
違
う
の

は
Ｓ
Ｓ
ア
プ

リ
と
カ
ー
リ

ー
ス
で
す
。
ア
プ
リ
は
非
接
触
決

済
が
で
き
る
モ
バ
イ
ル
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ

ｅ
ｙ
を
搭
載
し
、
お
客
さ
ま
の
利

便
性
を
高
め
、
販
促
活
用
に
よ
る

固
定
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

今
後
は
、
購
買
履
歴
を
活
用
し
た

オ
イ
ル
交
換
や
洗
車
な
ど
の
カ
ー

メ
ン
テ
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て
も
機

能
の
拡
大
を
図
り
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

で
ん
き
や
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
リ
ー

ス
な
ど
の
ア
プ
リ
と
連
携
さ
せ
、

顧
客
基
盤
を
形
成
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
リ
ー
ス

に
つ
い
て
は
今
後
、
中
古
車
販
売

や
カ
ー
シ
ェ
ア
を
加
え
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
事
業
と
し
て
展
開
し
、
お
客

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
カ
ー
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
に
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
準
備

を
整
え
て
い

ま
す
。

　

本
日
は
、

Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ

を
は
じ
め
と

す
る
固
定
化

ツ
ー
ル
お
よ
び
カ
ー
メ
ン
テ
商

品
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
の
柱
で
あ

る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
リ
ー
ス
の
二

つ
の
部
門
で
の
コ
ン
テ
ス
ト
と
な

り
ま
す
。
私
ど
も
が
提
供
す
る
こ

れ
ら
の
施
策
が
店
頭
活
動
に
根
づ

き
、
お
客
さ
ま
の
満
足
度
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

　

選
手
の
み
な
さ
ま
は
各
グ
ル
ー

プ
の
予
選
約
80
人
の
な
か
、
そ
れ

ぞ
れ
特
約
店
の
な
か
で
勝
ち
残
っ

た
素
晴
ら
し
い
選
手
の
み
な
さ
ま

で
す
。
大
事
な
の
は
、
コ
ン
テ
ス

ト
は
目
標
で
も
ゴ
ー
ル
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
そ

の
実
力
・
技
能
を
店
頭
で
し
っ
か

り
根
づ
か
せ
、
継
続
、
維
持
向
上

さ
せ
、
そ
の
上
で
み
な
さ
ま
が
リ

ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
一
緒
に
働
く

仲
間
た
ち
の
技
術
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
目
的
で
す
。
お
客
さ
ま
の

満
足
度
を
上
げ
、
み
な
さ
ま
の
Ｓ

Ｓ
の
フ
ァ
ン
を
一
人
で
も
多
く
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
日
、
18
人
の
選
手
の

み
な
さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
随
行
さ
れ
た
特

約
店
さ
ま
の
幹
部
の
み
な

さ
ま
、
朝
早
く
か
ら
応
援

に
来
て
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
３
年

ぶ
り
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
が
落
ち
着
い
て
い
な
い

な
か
、
や
る
べ
き
か
、
や

ら
な
い
べ
き
か
の
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
18
人
の
接

客
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と

改
め
て
実
感
し
て
い
ま

す
。
予
選
を
勝
ち
上
が
っ

て
き
た
み
な
さ
ん
で
す
か

ら
、
日
々
訓
練
さ
れ
る
な

か
で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き

が
あ
っ
て
本
選
に
来
ら
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｓ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
製
品

を
最
前
線
で
販
売
し
て
い

る
場
所
で
す
。
今
日
、
固

定
化
ツ
ー
ル
や
カ
ー
メ
ン

テ
商
品
、
カ
ー
リ
ー
ス
を

お
勧
め
す
る
ト
ー
ク
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
ブ
ラ

ン
ド
は
Ｓ
Ｓ
で
日
々
接
客

を
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま
に

支
え
ら
れ
て
い
る
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
チ
ー

ム
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と
し
て
、

今
日
披
露
し
た
接
客
を
自

店
で
横
展
開
し
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ

て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

当
日
は
東
海

北
陸
６
県
の
販

売
グ
ル
ー
プ
ご

と
の
予
選
会
を

勝
ち
上
が
っ
た

精
鋭
18
人
の
選

手
が
出
場
し
た
。
選
手
所

属
の
特
約
店
幹
部
や
松
本

支
店
長
以
下
中
部
支
店
社

員
な
ど
総
勢
１
３
８
人
が

見
守
る
な
か
、
東
佑
樹
さ

ん
（
井
上
商
事
マ
イ
ン
ド

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｓ

Ｓ
）
の
選
手
宣
誓
後
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

今
回
も
一
般
消
費
者
を

外
部
審
査
員
と
し
て
起
用

し
、
お
客
さ
ま
目
線
を
重

視
し
た
印
象
点
審
査
に
、

技
能
点
審
査
も
加
え
た
合

計
得
点
で
評
価
し
た
。
カ

ー
メ
ン
テ
商
品
提
案
や
Ｓ

Ｓ
ア
プ
リ
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

カ
ー
ド
な
ど
固
定
化
ツ
ー

ル
を
提
案
す
る
「
固
定
化

＆
カ
ー
メ
ン
テ
部
門
」、

新
商
材
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー

リ
ー
ス
を
勧
め
る
「
カ
ー

リ
ー
ス
部
門
」
の
２
部
門

で
競
っ
た
。

　

結
果
「
固
定
化
＆
カ
ー

メ
ン
テ
部
門
」
１
位
に
東

佑
樹
さ
ん
（
井
上
商
事
マ

イ
ン
ド
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｓ
Ｓ
）、
２
位
に
永
井

美
桜
さ
ん
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

ウ
イ
ン
グ
豊
橋
西
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
３

位
に
臼
渕
滉
太
さ
ん
（
岐

阜
日
石
Ｄ
ｒ
・
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ

ｅ
セ
ル
フ
茜
部
大
川
店
）、

ま
た
「
カ
ー
リ
ー
ス
部

門
」
１
位
に
井
上
大
介
さ

ん
（
飯
田
石
油
店
Ｄ
ｒ
・

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
セ
ル
フ
常
滑

店
）、
２
位
に
西
村
愛
子

さ
ん
（
岐
阜
日
石
Ｄ
ｒ
・

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
セ
ル
フ
粟
野

東
店
）、
３
位
に
中
村
謙

次
さ
ん
（
あ
お
い
商
事
Ｄ

ｒ
・
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
セ
ル
フ

プ
ラ
ザ
わ
か
す
ぎ
店
）
が

そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
た
。

　

審
査
員
は
「
固
定
化
＆

カ
ー
メ
ン
テ
部
門
」
に
つ

い
て
「
と
て
も
レ
ベ
ル
の

高
い
発
表
内
容
だ
っ
た
。

み
な
さ
ん
の
真
の
プ
ロ
の

接
客
を
拝
見
し
て
、
教
育

が
行
き
届
い
て
い
る
と
実

感
し
た
。
カ
ー
メ
ン
テ
商

品
の
提
案
で
は
ス
ト
ー
リ

ー
性
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
。
ツ
ー
ル
を
う
ま
く
見

せ
て
売
る
創
意
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
お

客
さ
ま
役
か
ら
質
問
を
引

き
出
せ
て
い
る
の
か
ど
う

か
が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
だ

っ
た
。
明
日
か
ら
の
接
客

で
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
、
後
輩
に
伝
達

し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
。

「
カ
ー
リ
ー
ス
部
門
」
に

つ
い
て
「
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
み
な
さ
ん
だ

け
に
、
非
常
に
レ
ベ
ル
が

高
く
、
実
力
が
拮
抗
（
き

っ
こ
う
）
し
て
い
た
。
審

査
員
か
ら
、
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
の
Ｓ
Ｓ
で
接
客
を
受
け

て
み
た
い
と
い
う
話
が
出

る
ぐ
ら
い
で
、
感
心
し

た
。
真
剣
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
い
た
だ
い
た

結
果
だ
と
思
う
。
Ｓ
Ｓ
独

自
の
ツ
ー
ル
が
見
ら
れ
た

が
、
お
客
さ
ま
に
伝
わ
り

や
す
い
よ
う
に
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
功
事
例

が
出
て
く
る
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
と
考

え
、
実
戦
で
い
か
ん
な
く

実
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
講
評
し
た
。

３位の中村謙次さん
がENEOSカー
リースを提案

１位の井上大介さん
がENEOSカー
リースの魅力
を伝える

２位の西村愛子さん
がカーリース
見積書を説明

３位の臼渕滉太さん
がＳＳアプリの魅力
を紹介

固定化＆カーメンテ部門

カーリース部門

２位の永井美桜さんがモ
バイルＥｎｅＫｅｙを提案

１位の東佑樹さん
がＥＮＥＯＳＸ
プライムへの
交換を提案

出場選手のみなさんと松本啓介執行役員中部支店長（前列右から５人目）

仲
間
た
ち
の
技
術
向
上
の
リ
ー
ダ
ー
に

Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
、カ
ー
リ
ー
ス
で

顧
客
満
足
度
向
上
へ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ブ
ラ
ン
ド

み
な
さ
ま
の
支
え
あ
っ
て
こ
そ

固
定
化
＆
カ
ー
メ
ン
テ
部
門

カ
ー
リ
ー
ス
部
門

第１位

第１位

東 佑樹さん

ENEOS
ウイング
豊橋西トラック
ステーション

第２位

第２位

永
井 

美
桜
さ
ん

岐阜日石
Dr.Drive
セルフ粟野東店

西
村 

愛
子
さ
ん

岐阜日石
Dr.Drive
セルフ茜部大川店

第３位

第３位

臼
渕 

滉
太
さ
ん

中
村 

謙
次
さ
ん

あおい商事
Dr.Drive
セルフプラザ
わかすぎ店

井上 大介さん

井上商事マインド
KAIHOTSUSS

飯田石油店
Dr.Driveセルフ常滑店

松本 啓介 執行役員中部支店長

立原 康弘 中部支店副支店長

３年ぶりに開催ＳＳサービスコンテスト

２部門で
競う

「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創
出
」へ

　ＥＮＥＯＳ中部支店（松本啓介執行役員支店長）は11月２日、同社金山
研修センター（名古屋市熱田区）で「2022年度ＳＳサービスコンテスト本
選」を開催した。
　コンテストは３年ぶりで、「新たなつながりの創出」を目的に企画した。
出場選手や指導者、周りのスタッフにも「お客さまに選ばれる、より良いサ
ービスとは何か」をあらためて考え、実践してもらうのが狙いだ。

Ｅ
中
Ｎ
部
Ｅ
支
Ｏ
店
Ｓ
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